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近
世
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
の
現
状
と
課
題

）

二
九　
（

は
じ
め
に

　

近
世
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
は
、
İ
・
Ｈ
・
ウ
ズ
ン
チ
ャ
ル
シ

ュ
ル
の
古
典
的
研
究
（
（
（

を
嚆
矢
と
し
て
、
組
織
史
研
究
に
重
点
を
置

い
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
ト
ル
コ
共
和

国
内
で
オ
ス
マ
ン
文
書
史
料
が
本
格
的
に
活
用
さ
れ
は
じ
め
る
と
、

よ
り
実
証
的
な
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
二
〇

〇
〇
年
代
に
は
複
数
の
オ
ス
マ
ン
史
研
究
者
に
よ
っ
て
海
軍
史
の

通
史
的
な
論
集
（
（
（

が
編
纂
さ
れ
、
ま
た
『
オ
リ
エ
ン
テ
・
モ
デ
ル

ノ
』
誌
に
お
い
て
「
オ
ス
マ
ン
と
海
」
と
題
す
る
特
集
が
組
ま
れ

る
（
（
（

な
ど
、
海
軍
史
研
究
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
特
集
号
の

冒
頭
で
Ｐ
・
ブ
ル
メ
ッ
ト
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ス
マ
ン
海

軍
は
陸
軍
の
副
次
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
偏
っ
た
見
解
が

あ
っ
た
（
（
（

。
し
か
し
、
実
証
的
研
究
の
蓄
積
に
よ
り
オ
ス
マ
ン
海
軍

の
実
態
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
こ
う
し
た
見
解
は

修
正
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
と
り
わ
け
地
中
海
史
研
究
に
お
い
て
社
会

的
・
経
済
的
な
面
か
ら
の
考
察
が
進
む
と
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
対

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
い
っ
た
二
項
対
立
的
で
は
な
い
、
多
文
化
が

共
生
す
る
地
中
海
世
界
像
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
近
年
で
は
、
ト
ル
コ
歴
史
協
会
、
海
事
博
物
館
や
ピ
ー

リ
ー
・
レ
イ
ス
大
学
な
ど
の
学
術
拠
点
を
中
心
と
し
て
、
多
く
の

海
軍
史
（bahriye tarihi/ naval history

）
研
究
を
含
む
海
事

史
（denizcilik tarihi/ m

aritim
e history

）
研
究
に
関
す
る

複
数
の
論
集
（
（
（

や
、
人
物
に
着
目
し
た
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
通
史
的
研

究
（
（
（

が
出
版
さ
れ
、
軍
事
史
研
究
で
あ
り
な
が
ら
も
社
会
的
・
経
済

的
な
観
点
か
ら
の
考
察
が
増
え
、
そ
の
主
題
も
多
様
化
し
て
お
り
、

二
九

研
究
ノ
ー
ト近

世
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
の
現
状
と
課
題

相

磯

尚

子



史
　
　
　
学
　
第
九
三
巻
　
第
一
号

）

三
〇　
（

オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
と
言
え
よ

う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
近
年
の
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
の
進
展
を

踏
ま
え
て
、
オ
ス
マ
ン
海
軍
が
常
設
的
な
組
織
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
一
五
三
四
年
か
ら
、
主
力
戦
艦
の
本
格
的
転
換
に
よ

り
組
織
的
に
も
変
質
を
み
た
一
六
八
二
年
ま
で
を
扱
っ
た
海
軍
史

研
究
に
つ
い
て
、
海
軍
組
織
史
研
究
、
軍
事
・
造
船
技
術
史
研
究
、

海
軍
の
活
動
に
関
す
る
研
究
、
海
軍
に
関
わ
っ
た
個
人
に
関
す
る

研
究
と
い
う
四
つ
の
主
題
に
分
け
、
研
究
の
現
状
と
課
題
を
整
理

す
る
。
そ
の
上
で
、
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
評
価
を
巡
る
議
論
に
つ
い

て
若
干
の
考
察
を
試
み
、
今
後
の
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
の
一
助

と
し
た
い
。

一
．
海
軍
組
織
に
関
す
る
研
究

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
海
軍
組
織
に
関
す
る
研
究
で
重
要
な
功
績
を

残
し
た
ウ
ズ
ン
チ
ャ
ル
シ
ュ
ル
の
研
究
を
基
に
オ
ス
マ
ン
海
軍
組

織
史
を
概
観
し
て
お
こ
う
（
（
（

。
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
一
三
五
四
年
に
チ

ャ
ナ
ッ
カ
レ
海
峡
に
位
置
す
る
ゲ
リ
ボ
ル
を
征
服
す
る
と
、
バ
ヤ

ズ
ィ
ト
一
世
（
在
位
一
三
八
九
〜
一
四
〇
二
年
）
の
時
代
に
造
船

所
を
建
て
、
こ
こ
を
海
上
軍
事
力
の
拠
点
と
し
た
。
当
初
は
ゲ
リ

ボ
ル
県
軍
政
官Gelibolu sancakbeyi

が
海
軍
の
責
任
者
で
あ

っ
た
。
メ
フ
メ
ト
二
世
（
在
位
一
四
四
四
～
四
六
、
一
四
五
一

～
八
一
年
）
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
征
服
す
る
と
、
金

角
湾
に
造
船
所
を
設
置
し
た
。
こ
の
造
船
所
は
ガ
ラ
タ
地
区
の
す

ぐ
外
側
に
位
置
し
て
い
た
た
め
に
ガ
ラ
タ
造
船
所
の
名
称
で
も
知

ら
れ
、
セ
リ
ム
一
世
（
在
位
一
五
一
二
～
二
〇
年
）
に
よ
る
増
築

を
経
て
、
一
六
世
紀
中
頃
に
は
そ
の
敷
地
が
カ
ス
ム
パ
シ
ャ
地
区

を
中
心
と
し
て
ハ
ス
キ
ョ
イ
地
区
ま
で
に
拡
大
し
、
金
角
湾
北
岸

の
大
部
分
を
占
め
る
も
の
と
な
っ
た
。
ス
レ
イ
マ
ン
一
世
（
在
位

一
五
二
〇
～
六
六
年
）
の
時
代
に
海
軍
提
督
（kapudân Paşa 

/ kapudân-ı deryâ

）
位
が
設
置
さ
れ
る
と
、
そ
の
住
居
や
海

軍
の
行
政
機
関
で
あ
る
提
督
府
（dîvân-hâne

）
も
ゲ
リ
ボ
ル
か

ら
移
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
こ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
造
船
所
が
名

実
と
も
に
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
中
心
拠
点
と
な
り
、
海
軍
工
廠

（T
ersâne-yi ʻÂ

m
ire

）
と
呼
ば
れ
た
。
こ
こ
か
ら
派
遣
さ
れ
る

帝
国
艦
隊
（donanm

â-yı hüm
âyûn

）
が
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
主

力
艦
隊
で
あ
っ
た
。
一
六
八
二
年
に
ガ
レ
オ
ン
船
の
本
格
的
な
導

入
が
行
わ
れ
る
と
、
海
軍
提
督
の
下
に
海
軍
大
将
に
相
当
す
る
カ

プ
ダ
ー
ネ
（kapudâne

）
や
海
軍
中
将
に
相
当
す
る
パ
ト
ロ
ー

ナ
（patrona

）
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
の
組
織
改
変
も
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
セ
リ
ム
三
世
（
在
位
一
七
八
九
〜
一
八
〇
七
年
）
に
よ

る
近
代
化
改
革
ま
で
こ
の
体
制
が
維
持
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

三
〇



近
世
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
の
現
状
と
課
題

）

三
一　
（
三
一

　

ウ
ズ
ン
チ
ャ
ル
シ
ュ
ル
は
、
こ
う
し
た
海
軍
組
織
の
成
り
立
ち

と
発
展
に
加
え
て
、
ゲ
リ
ボ
ル
や
ル
セ
な
ど
オ
ス
マ
ン
帝
国
各
地

の
造
船
所
、
海
軍
の
役
職
や
書
記
、
職
人
、
漕
ぎ
手
、
乗
組
員
を

は
じ
め
と
す
る
海
軍
工
廠
の
人
員
、
海
軍
で
用
い
ら
れ
た
船
種
や

装
備
、
艦
隊
出
航
の
際
の
儀
式
な
ど
の
海
軍
の
概
要
を
示
し
た
（
（
（

。

首
相
府
オ
ス
マ
ン
文
書
館Başbakanlığı O

sm
anlı A

rşivi

（
現

在
の
大
統
領
府
オ
ス
マ
ン
文
書
館Cum

hurbaşkanlığı O
s-

m
anlı A

rşivi

）
に
保
存
さ
れ
た
行
政
文
書
史
料
に
基
づ
い
た
実

証
的
な
オ
ス
マ
ン
海
軍
組
織
史
研
究
は
、
Ｃ
・
イ
ン
バ
ー
に
よ
る

研
究
が
先
駆
的
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
彼
は
一
九
七
〇
年

に
提
出
し
た
博
士
号
請
求
論
文
に
お
い
て
、
旧
財
務
省
移
管
帳
簿

群
（M

aliyeden M
üdevver D

efterleri
）
や
枢
機
勅
令
簿

（M
ühim

m
e D

efterleri

）
と
い
っ
た
オ
ス
マ
ン
語
の
行
政
文
書

を
用
い
、
ス
レ
イ
マ
ン
一
世
期
に
お
け
る
海
軍
工
廠
の
実
態
を
解

明
し
た
（
（
（

。
の
ち
に
出
版
さ
れ
た
彼
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
史
概
論
も
一

六
五
〇
年
ま
で
の
海
軍
組
織
史
を
扱
っ
て
い
る
（
（1
（

。
一
七
世
紀
に
お

け
る
海
軍
工
廠
の
組
織
構
造
や
、
そ
こ
で
造
船
・
修
理
が
な
さ
れ

た
船
種
や
そ
の
隻
数
、
資
材
の
調
達
先
な
ど
を
詳
細
に
解
明
し
た

の
は
İ
・
ボ
ス
タ
ン
で
あ
る
（
（1
（

。
彼
の
研
究
で
重
要
な
の
は
、
点

呼
・
給
与
台
帳
（Y

oklam
a ve M

evâcib D
efterleri

）
か
ら

海
軍
工
廠
に
お
け
る
職
種
と
そ
の
人
数
や
日
給
を
解
読
し
て
海
軍

工
廠
の
組
織
を
整
理
し
、
海
軍
工
廠
に
お
い
て
財
務
や
調
達
、
職

人
の
管
理
を
含
め
た
造
船
に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
部
門
と
、

船
長
や
水
兵
を
は
じ
め
と
す
る
船
の
運
用
を
担
当
す
る
部
門
と
が

存
在
し
た
こ
と
を
解
明
し
た
点
で
あ
ろ
う
（
（1
（

。

　

海
軍
組
織
に
関
す
る
研
究
で
は
、
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
長
た
る
海

軍
提
督
が
一
定
の
関
心
を
集
め
て
き
た
。
そ
の
職
務
は
、
軍
事
的

指
揮
官
と
し
て
海
軍
を
率
い
る
こ
と
と
、
エ
ー
ゲ
海
島
嶼
州

Cezâyir-i Bahr-i Sefîd eyâleti

（
以
下
、
島
嶼
州
）
の
州
軍
政

官
（beylerbeyi

）
と
し
て
エ
ー
ゲ
海
地
方
の
治
安
維
持
を
担
う

こ
と
で
あ
っ
た
（
（1
（

。
ま
た
、
海
軍
工
廠
で
生
じ
た
訴
訟
の
取
り
仕
切

り
及
び
帝
国
艦
隊
の
出
航
の
儀
礼
を
規
定
す
る
法
（kānûn-

nâm
e

）
や
諸
史
料
に
お
け
る
海
軍
に
関
す
る
記
述
が
Ş
・
ギ
ョ

ク
ヤ
イ
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
（
（1
（

ほ
か
、
オ
ス
マ
ン
官
僚
組
織
に
お

け
る
海
軍
提
督
の
地
位
、
そ
の
収
入
、
海
軍
省
設
置
後
の
職
務
変

化
に
つ
い
て
も
整
理
さ
れ
た
（
（1
（

。
海
軍
提
督
位
の
常
設
化
の
時
期
を

め
ぐ
っ
て
も
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。
海
軍
提
督
位
が
バ
ル
バ
ロ

ス
・
ハ
イ
レ
ッ
デ
ィ
ン
・
パ
シ
ャBarbaros H

ayreddin Paşa
（
一
五
四
六
年
没
）
の
就
任
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
、
常
任
の
も
の

と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
が
（
（1
（

、
ハ
イ
レ
ッ
デ
ィ
ン

が
ア
ル
ジ
ェ
地
域
を
実
効
支
配
し
た
時
期
と
、
ア
ル
ジ
ェ
州
軍
政

官
（Cezâyirgarp beylerbeyisi

）
に
任
命
さ
れ
た
時
期
、
ス



史
　
　
　
学
　
第
九
三
巻
　
第
一
号

）

三
二　
（

レ
イ
マ
ン
一
世
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
へ
招
聘
さ
れ
た
時
期
、
海
軍
提

督
お
よ
び
島
嶼
州
軍
政
官
に
任
命
さ
れ
た
時
期
（
（1
（

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
た
た
め
に
、
海
軍
提
督
位
設
置
の
時
期
に
つ
い
て
混
乱
が
生
じ

て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
議
論
を
経
て
ア
ル
ジ
ェ
州
の
成
立
が
一

五
三
三
年
、
海
軍
提
督
お
よ
び
島
嶼
州
州
軍
政
官
位
の
設
置
が
一

五
三
四
年
で
あ
る
こ
と
が
実
証
的
に
解
明
さ
れ
、
現
在
で
は
こ
れ

が
通
説
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
（1
（

。
こ
の
よ
う
に
オ
ス
マ
ン

海
軍
史
研
究
に
お
け
る
海
軍
提
督
へ
の
関
心
は
極
め
て
高
い
こ
と

は
、
二
〇
〇
二
年
に
海
軍
提
督
に
関
し
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
論
集
と
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
ろ
う
（
（1
（

。

　

造
船
費
用
や
遠
征
費
用
に
関
す
る
研
究
で
は
、
オ
ス
マ
ン
文
書

館
の
旧
財
務
省
移
管
帳
簿
群
を
活
用
し
た
事
例
研
究
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。
イ
ン
バ
ー
は
一
五
三
九
年
の
ハ
イ
レ
ッ
デ
ィ
ン
率
い
る

ヘ
ル
ツ
ェ
グ
・
ノ
ヴ
ィ
遠
征
の
事
例
か
ら
、
海
洋
遠
征
に
か
か
る

費
用
を
示
し
た
（
（2
（

。
Ｍ
・
チ
ザ
ク
チ
ャ
は
、
一
六
世
紀
中
頃
か
ら
一

七
世
紀
前
半
ま
で
の
海
軍
工
廠
に
お
け
る
造
船
活
動
と
そ
の
費
用

を
、
職
人
や
乗
組
員
の
給
与
の
面
か
ら
分
析
し
た
（
（2
（

。
一
七
世
紀
の

海
軍
工
廠
の
職
人
や
乗
組
員
の
日
給
に
関
し
て
は
、
ボ
ス
タ
ン
が

点
呼
・
給
与
台
帳
を
用
い
て
網
羅
的
に
明
ら
か
に
し
た
（
（2
（

。
経
済
的

観
点
か
ら
一
七
世
紀
中
葉
の
ク
レ
タ
戦
争
を
検
討
し
た
Ｒ
・
マ
ー

フ
ィ
ー
は
、
戦
争
中
に
乗
組
員
の
補
充
地
と
な
っ
た
ク
シ
ャ
ダ
ス

や
、
水
や
食
糧
の
補
給
地
と
な
っ
た
キ
オ
ス
島
を
は
じ
め
と
し
て
、

島
嶼
州
全
体
の
経
済
が
ク
レ
タ
戦
争
に
よ
っ
て
活
性
化
さ
れ
た
と

論
じ
た
（
（2
（

。
彼
に
よ
れ
ば
、
オ
ス
マ
ン
政
府
は
よ
り
多
く
の
戦
争
捕

虜
を
獲
得
す
る
た
め
に
ク
レ
タ
戦
争
で
は
陸
上
戦
を
好
み
、
人
的

被
害
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
海
戦
を
出
来
う
る
限
り
避
け
る

方
針
で
あ
っ
た
と
い
う
。
戦
争
捕
虜
は
漕
手
と
し
て
重
宝
さ
れ
た

ほ
か
、
そ
の
釈
放
の
た
め
の
身
代
金
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
と
っ
て

重
要
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
（
（2
（

。
造
船
や
海
戦
に
掛
か
る

費
用
は
、
遠
征
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
船
に
大
宰
相
な
ど
の
有
力

者
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
も
多
く
（
（2
（

、
そ
の
経
費
が
政
府
側
の

帳
簿
に
記
録
さ
れ
に
く
い
こ
と
、
遠
征
の
財
源
は
各
地
方
の
特
別

税
な
ど
に
分
散
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
い
っ
た
制
約
が
あ
る
た
め
、

現
在
で
も
全
体
像
の
把
握
が
進
ん
で
い
な
い
。

　

オ
ス
マ
ン
海
軍
で
は
ガ
レ
ー
船
の
漕
手
と
し
て
、
罪
人
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
戦
争
捕
虜
（gebrân-ı m

îrî

）、
オ
ス
マ
ン
臣
民
、

有
給
漕
手
（bedel-i grifte

）
が
利
用
さ
れ
て
き
た
（
（2
（

。
ボ
ス
タ
ン

は
一
四
九
九
年
と
一
五
五
一
年
の
漕
手
に
関
す
る
記
録
を
用
い
て
、

ア
ヴ
ァ
ー
ル
ズ
税
を
利
用
し
た
オ
ス
マ
ン
臣
民
の
漕
手
徴
発
の
仕

組
み
と
そ
の
際
に
生
じ
た
問
題
の
対
処
に
つ
い
て
考
察
し
た
（
（2
（

。
ア

ヴ
ァ
ー
ル
ズ
税
に
関
す
る
具
体
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
は
長
ら
く

三
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不
明
な
点
が
多
か
っ
た
が
、
多
田
に
よ
り
一
七
世
紀
後
半
の
ボ
ル

郡
の
徴
発
事
例
（
（2
（

と
、
一
六
世
紀
中
葉
の
ト
リ
ポ
リ
戦
役
の
際
の
徴

発
事
例
（
（2
（

と
が
検
討
さ
れ
、
ひ
と
つ
の
割
当
戸
（tevzîʻhâne

）
当

た
り
何
名
と
い
う
形
で
徴
発
人
数
を
割
り
当
て
る
と
い
う
仕
組
み

で
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
割
り
当
て
に
際
し
て
在
地
有
力
者
が
重

要
な
役
割
を
負
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
労
働
者

と
し
て
の
観
点
か
ら
漕
手
を
考
察
し
た
研
究
も
あ
る
（
（3
（

。

　

二
〇
一
〇
年
代
以
降
は
、
海
軍
工
廠
の
社
会
的
側
面
の
考
察
が

活
発
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
イ
タ
リ
ア
語
や
ス
ペ
イ

ン
語
の
史
料
に
依
拠
し
た
研
究
が
重
要
な
成
果
を
出
し
て
い
る
。

長
年
オ
ス
マ
ン
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
関
係
史
を
研
究
し
て
き
た
Ｍ
・

ペ
ダ
ー
ニ
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
文
書
史
料
を
活
用
し
、
イ
ス
タ

ン
ブ
ル
海
軍
工
廠
で
働
い
て
い
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
に
は
、
戦
争

捕
虜
で
奴
隷
と
な
っ
て
海
軍
工
廠
に
お
い
て
有
給
で
働
か
さ
れ
た

人
ば
か
り
で
は
な
く
、
勧
誘
さ
れ
た
り
志
願
し
た
り
し
て
や
っ
て

き
た
人
も
多
数
含
ま
れ
て
い
た
と
主
張
し
た
（
（3
（

。
そ
の
動
機
は
よ
り

良
い
賃
金
、
す
な
わ
ち
よ
り
良
い
労
働
条
件
で
あ
っ
た
。
Ｋ
・
フ

リ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
オ
ス
マ
ン
側

へ
の
人
材
流
出
を
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
元
老
院
は
一
五
五
四
年
の
時

点
で
問
題
視
し
て
い
た
（
（3
（

。
海
軍
工
廠
内
で
働
く
西
欧
出
身
者
は
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
滞
在
す
る
密
偵
た
ち
の
貴
重
な
情
報
源
と
な
る

な
ど
（
（3
（

、
他
国
に
よ
る
諜
報
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。
シ
マ
ン
カ
ス
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
収
蔵
さ
れ
た
書
簡
史
料
を

分
析
し
た
Ｅ
・
ギ
ュ
ル
カ
ン
は
、
一
五
六
〇
年
か
ら
一
五
七
〇
年

代
に
か
け
て
行
わ
れ
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
よ
る
オ
ス
マ
ン
海
軍

へ
の
密
偵
派
遣
や
破
壊
工
作
を
検
討
し
た
（
（3
（

。
彼
に
よ
れ
ば
、
海
軍

工
廠
へ
の
放
火
や
戦
闘
中
の
ガ
レ
ー
船
内
で
の
反
乱
の
扇
動
な
ど

の
破
壊
工
作
を
狙
っ
て
多
額
の
資
金
が
動
か
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
効
果
が
限
定
的
で
あ
っ
た
た
め
に
、
レ
パ
ン
ト
海
戦
以
降
に
は

こ
う
し
た
破
壊
工
作
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
ま
で
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
を
中
心
と
し
た
海
軍
組
織
に
関
す
る

研
究
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
以
外
に
も
オ
ス
マ
ン

帝
国
は
大
小
合
わ
せ
て
六
〇
余
り
の
造
船
所
を
有
し
て
い
た
が
、

海
軍
組
織
が
置
か
れ
た
代
表
的
な
地
域
と
し
て
は
、
北
ア
フ
リ
カ

と
イ
ン
ド
洋
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ア
ル
ジ
ェ
州
、
ト
ラ
ブ
ル
ス
ガ

ル
プ
州T

rablusgarp eyâleti

、
チ
ュ
ニ
ス
州T

unus eyâleti

の
三
州
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
協
力
す
る
バ
ル
バ
リ
ア
海
賊
を
多
く

抱
え
た
地
域
と
し
て
ガ
ル
プ
・
オ
ジ
ャ
ク
ラ
ル
（Garp ocak-

ları
）
と
呼
ば
れ
て
（
（3
（

、
オ
ス
マ
ン
海
軍
組
織
史
研
究
に
お
い
て
も

着
目
さ
れ
て
き
た
。
エ
ー
ゲ
海
周
辺
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
協
力
的

な
海
賊
た
ち
と
同
様
に
、
ア
ナ
ト
リ
ア
南
岸
か
ら
北
ア
フ
リ
カ
沿

岸
の
海
域
を
通
航
す
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
船
や
地
中
海
沿
岸
部
を

三
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掠
奪
し
た
バ
ル
バ
リ
ア
海
賊
は
、
有
事
の
際
に
不
正
規
兵
と
し
て

活
躍
す
る
「
海
の
レ
ヴ
ェ
ン
ト
（deniz levendleri

）」
と
呼
ば

れ
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
海
軍
力
を
担
う
存
在
と
し
て
重
要
視
さ
れ

て
き
た
（
（3
（

。
彼
ら
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
い
う
二

つ
の
政
治
的
勢
力
の
は
ざ
ま
で
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
麾
下
に
あ
り

な
が
ら
独
自
の
海
軍
力
を
発
展
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
（
（3
（

。
北
ア
フ

リ
カ
艦
隊
は
必
要
に
応
じ
て
海
軍
提
督
の
指
揮
下
に
入
っ
た
が
、

そ
の
予
算
と
調
達
の
仕
組
み
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
海
軍
工
廠
を

拠
点
と
し
た
海
軍
と
は
異
な
っ
て
い
た
（
（3
（

。
ギ
ュ
ル
カ
ン
は
北
ア
フ

リ
カ
艦
隊
を
軍
事
的
戦
略
と
諜
報
の
観
点
か
ら
論
じ
、
オ
ス
マ
ン

帝
国
が
西
地
中
海
世
界
の
情
報
を
収
集
す
る
上
で
北
ア
フ
リ
カ
艦

隊
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
強
調
し
た
（
（3
（

。

　

イ
ン
ド
洋
艦
隊
は
ス
エ
ズ
を
拠
点
と
し
、
エ
ジ
プ
ト
州
軍
政
官

（M
ısır beylerbeyisi

）
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
。
紅
海
・
イ
ン
ド

洋
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
Ｃ
・

オ
ル
ホ
ン
ル
の
一
連
の
研
究
で
あ
る
。
彼
は
オ
ス
マ
ン
語
や
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
の
史
料
を
用
い
て
エ
チ
オ
ピ
ア
征
服
に
関
連
し
た
オ
ス

マ
ン
帝
国
イ
ン
ド
洋
艦
隊
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
そ
の
組

織
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
（
（4
（

。
イ
ン
ド
洋
艦
隊
は
、
ス
エ
ズ
、
モ
カ
、

マ
ッ
サ
ワ
、
サ
ワ
ー
キ
ン
、
ア
デ
ン
、
バ
ス
ラ
、
ラ
フ
サ
に
あ
る

造
船
所
を
拠
点
と
し
た
（
（4
（

。
エ
ジ
プ
ト
に
関
す
る
枢
機
勅
令
簿
と
造

船
に
関
す
る
記
録
を
検
討
し
た
Ｔ
・
セ
ヴ
ィ
ン
チ
は
、
こ
の
艦
隊

が
メ
ッ
カ
と
の
航
路
の
安
全
保
障
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
を
指
摘
し
つ
つ
、
ア
レ
ッ
ポ
や
ア
ン
タ
ル
ヤ
か
ら
輸
送
さ
れ
た

木
材
を
利
用
し
た
ス
エ
ズ
に
お
け
る
造
船
活
動
を
詳
細
に
明
ら
か

に
し
た
（
（4
（

。
彼
は
ま
た
、
バ
ス
ラ
を
拠
点
と
す
る
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
艦

隊
に
つ
い
て
も
同
様
に
そ
の
組
織
と
造
船
活
動
を
解
明
し
た
（
（4
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
オ
ス
マ
ン
海
軍
組
織
史
研
究
は
オ
ス
マ
ン
語

の
行
政
文
書
を
利
用
し
た
実
証
的
な
研
究
を
重
ね
つ
つ
、
近
年
で

は
よ
り
多
角
的
な
考
察
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

依
然
と
し
て
社
会
的
・
経
済
的
側
面
か
ら
の
考
察
が
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
海
軍
工
廠
は
、
機
密
保
持
の
た
め
高
い
壁
に
囲

ま
れ
て
出
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
敷
地
内
に
モ
ス
ク
、

食
堂
、
公
衆
浴
場
な
ど
を
備
え
（
（4
（

、
役
人
、
船
員
、
職
人
、
荷
役
人

な
ど
多
く
の
人
々
が
過
ご
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
実

態
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
ら
労
働

者
た
ち
の
構
成
や
、
居
住
地
区
、
地
域
と
の
関
わ
り
な
ど
を
検
討

す
る
こ
と
が
、
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
実
態
を
よ
り
鮮
明
に
解
明
す
る

た
め
に
必
要
で
あ
ろ
う
。

二
．
軍
事
・
造
船
技
術
史
に
関
す
る
研
究

　

軍
事
・
造
船
技
術
史
研
究
（
（4
（

は
用
語
研
究
か
ら
出
発
し
た
。
一
九
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五
八
年
に
出
版
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
語
と
ギ
リ
シ
ア
語
起
源
の
ト
ル

コ
語
海
事
用
語
辞
典
（
（4
（

は
、
船
に
関
す
る
用
語
や
、
船
上
で
用
い
ら

れ
た
掛
け
声
を
は
じ
め
と
す
る
海
事
用
語
の
起
源
や
、
ト
ル
コ
語
、

イ
タ
リ
ア
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
は
じ
め
と
す
る
諸

言
語
で
の
用
法
が
収
集
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
こ
れ
に
比
肩
す

る
研
究
成
果
は
現
れ
て
い
な
い
。
一
九
七
五
年
に
オ
ス
マ
ン
語
史

料
で
見
ら
れ
る
船
種
名
を
整
理
し
た
Ｓ
・
ソ
ウ
ジ
ェ
ク
は
、
オ
ス

マ
ン
海
軍
で
用
い
ら
れ
た
船
種
に
関
す
る
研
究
の
先
鞭
を
つ
け
た
（
（4
（

。

ボ
ス
タ
ン
は
絵
画
史
料
に
基
づ
い
て
船
種
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

オ
ス
マ
ン
海
軍
に
お
け
る
造
船
技
術
の
変
遷
を
解
明
し
た
（
（4
（

。
ま
た
、

写
本
や
絵
画
に
描
か
れ
た
船
の
細
密
画
の
分
析
（
（4
（

や
錨
の
技
術
的
変

化
の
分
析
（
（5
（

な
ど
の
研
究
も
あ
る
。

　

オ
ス
マ
ン
軍
事
・
造
船
技
術
史
研
究
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の

比
較
が
念
頭
に
お
か
れ
、
火
器
と
ガ
レ
オ
ン
船
の
導
入
時
期
に
関

す
る
議
論
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
地
中
海
史
研
究
で
は
、
イ
ギ

リ
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
で
発
達
し
た
砲
撃
戦
を
得
意
と
し
た
ガ
レ
オ
ン

船
が
、
地
中
海
の
白
兵
戦
を
得
意
と
し
た
ガ
レ
ー
船
を
戦
術
的
に

上
回
っ
た
た
め
に
、
一
六
世
紀
末
以
降
の
地
中
海
で
は
イ
ギ
リ
ス

や
オ
ラ
ン
ダ
が
覇
権
を
握
っ
た
と
い
う
見
方
が
長
ら
く
支
持
さ
れ

て
い
た
（
（5
（

。
こ
の
議
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
Ｊ
・
ギ
ル
マ

ル
テ
ィ
ン
に
よ
る
研
究
で
あ
る
。
彼
は
、
デ
ィ
ウ
沖
海
戦
や
レ
パ

ン
ト
海
戦
を
軍
事
的
・
戦
術
的
観
点
か
ら
分
析
し
た
う
え
で
、
一

八
世
紀
頃
ま
で
は
ス
ペ
イ
ン
や
フ
ラ
ン
ス
も
含
め
て
地
中
海
で
は

ガ
レ
ー
船
が
維
持
さ
れ
、
一
六
世
紀
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
と

ス
ペ
イ
ン
の
海
戦
は
ガ
レ
オ
ン
船
同
士
に
よ
る
砲
撃
戦
で
は
な
く
、

ガ
レ
ー
船
同
士
の
白
兵
戦
を
主
体
と
す
る
戦
闘
で
あ
っ
た
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
見
方
に
反
論
し
た
（
（5
（

。

　

地
中
海
に
お
け
る
軍
事
技
術
的
な
競
争
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
議

論
は
、
主
に
西
欧
側
の
史
料
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
側
の
行
政
文
書
に
基
づ
い
た
実
証
的
な
研
究

に
よ
る
再
検
討
が
課
題
と
な
っ
た
。
枢
機
勅
令
簿
を
用
い
て
海
軍

の
資
源
の
調
達
先
を
精
査
し
た
イ
ン
バ
ー
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
が

黒
海
沿
岸
部
や
イ
ズ
ミ
ト
湾
周
辺
部
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な
森

林
資
源
に
よ
っ
て
造
船
に
必
要
な
木
材
が
調
達
可
能
で
あ
っ
た
こ

と
に
加
え
、
エ
ジ
プ
ト
を
征
服
し
た
こ
と
で
ロ
ー
プ
に
用
い
る
麻

な
ど
の
繊
維
類
や
帆
布
、
釘
や
火
器
の
た
め
の
鉄
、
漕
手
の
人
員

な
ど
、
海
軍
の
運
用
と
維
持
に
必
要
な
資
源
を
全
て
領
内
か
ら
調

達
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
が
、
一
六
世
紀
中
葉
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
と
比
較
し
た
際
の
強
み
で
あ
っ
た
と
主
張
し
た
（
（5
（

。
火
器
の
技

術
（
（5
（

は
レ
コ
ン
キ
ス
タ
に
よ
っ
て
イ
ベ
リ
ア
半
島
を
追
わ
れ
た
た
ユ

ダ
ヤ
教
徒
を
介
し
て
オ
ス
マ
ン
海
軍
へ
伝
わ
り
、
一
四
九
〇
年
代

に
は
船
首
砲
と
し
て
実
用
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
宮
武
に
よ
る

三
五
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枢
機
勅
令
簿
の
検
討
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
（
（5
（

。
そ
の
後
マ
ー
フ

ィ
ー
の
研
究
に
よ
り
、
一
七
世
紀
末
の
オ
ス
マ
ン
海
軍
が
ガ
レ
オ

ン
船
を
主
力
と
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ

に
お
け
る
造
船
技
術
の
発
展
に
追
従
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
（
（5
（

こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
オ
ス
マ
ン
海
軍
に
お
け
る
ガ
レ

オ
ン
船
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。
そ
し
て
ボ

ス
タ
ン
が
、
ク
レ
タ
戦
争
さ
な
か
の
一
六
五
〇
年
に
オ
ス
マ
ン
海

軍
が
ガ
レ
オ
ン
船
を
主
力
戦
艦
と
し
た
こ
と
、
し
か
し
練
度
の
低

さ
か
ら
戦
果
を
挙
げ
ら
れ
ず
、
キ
ョ
プ
リ
ュ
リ
ュ
時
代
を
代
表
す

る
大
宰
相
フ
ァ
ズ
ル
・
ア
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャFazıl A

hm
ed 

Paşa

（
一
六
七
六
年
没
）
の
判
断
で
一
六
六
二
年
に
ガ
レ
ー
船

を
主
力
戦
艦
に
戻
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
（5
（

。
最
終
的
に
は
、

一
六
八
二
年
に
大
宰
相
メ
ル
ズ
ィ
フ
ォ
ン
ル
・
カ
ラ
・
ム
ス
タ
フ

ァ
・
パ
シ
ャM

erzifonlu K
ara M

ustafa Paşa
（
一
六
八
三
年

没
）
の
も
と
で
ガ
レ
オ
ン
船
が
主
力
戦
艦
と
さ
れ
た
の
だ
っ
た
（
（5
（

。

一
度
目
の
ガ
レ
オ
ン
船
へ
の
転
換
の
際
に
は
北
ア
フ
リ
カ
艦
隊
の

影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（5
（

。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
技

術
者
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
海
軍
工
廠
で
働
い
て
い
た
点
か
ら
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
軍
事
技
術
が
絶
え
ず
オ
ス
マ
ン
海
軍
へ
流
入
し
て

い
た
と
言
え
よ
う
（
（6
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
軍
事
・
造
船
技
術
史
研
究
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
と
の
比
較
に
力
点
が
置
か
れ
て
考
察
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

近
年
で
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
海
事
技
術
の
伝
播
に
関
し
て
言
え
ば
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
り
わ
け
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
ほ
と
ん
ど
同
程
度
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
分
野
の
課
題
と
し
て
、
オ
ス
マ

ン
海
軍
に
お
け
る
艦
船
の
設
計
を
記
し
た
図
面
類
が
発
見
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
木
の
継
ぎ
方
や
帆
の
張
り
方
と
い
っ
た
詳
細

な
技
術
の
発
達
に
つ
い
て
の
検
討
が
不
十
分
で
あ
る
点
を
指
摘
で

き
よ
う
。
ま
た
、
オ
ス
マ
ン
海
軍
主
導
の
技
術
革
新
の
有
無
や
、

練
度
に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

三
．
海
軍
の
活
動
に
関
す
る
研
究

　

オ
ス
マ
ン
海
軍
の
活
動
に
関
す
る
研
究
は
、
主
眼
が
海
戦
史
に

置
か
れ
、
そ
こ
で
活
躍
し
た
個
人
と
関
連
づ
け
て
検
討
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
海
戦
史
研
究
の
多
く
が
、
個
人

の
功
績
を
賞
賛
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
征
服
記
や
、
そ
れ
に
依
拠

し
て
書
か
れ
た
年
代
記
に
基
づ
い
て
研
究
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
無

関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
地
中
海
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
活

動
に
関
し
て
（
（6
（

、
一
五
三
八
年
の
プ
レ
ヴ
ェ
ザ
海
戦
（
（6
（

、
一
五
六
〇
年

の
ジ
ェ
ル
バ
島
征
服
（
（6
（

、
一
五
六
五
年
の
マ
ル
タ
島
包
囲
（
（6
（

、
一
五
七

〇
年
の
キ
プ
ロ
ス
遠
征
と
そ
の
一
連
の
軍
事
活
動
の
な
か
で
生
じ

た
一
五
七
一
年
の
レ
パ
ン
ト
海
戦
（
（6
（

、
一
五
七
四
年
の
チ
ュ
ニ
ス
再

三
六
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征
服
（
（6
（

、
一
六
四
五
年
か
ら
一
六
六
九
年
ま
で
の
ク
レ
タ
戦
争
（
（6
（

な
ど

の
海
戦
史
が
重
点
的
に
研
究
さ
れ
て
き
た
（
（6
（

。

　

イ
ン
ド
洋
方
面
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
活
動
に
関
す
る
研

究
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
勢
力
争
い
と
、
イ
エ
メ
ン
州Y

em
en 

eyâleti

や
エ
チ
オ
ピ
ア
州H

abeş eyâleti

の
設
置
と
関
連
し
て

論
じ
ら
れ
て
き
た
（
（6
（

。
オ
ズ
バ
ラ
ン
は
、
オ
ス
マ
ン
語
と
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
の
史
料
か
ら
ス
エ
ズ
や
バ
ス
ラ
、
モ
カ
、
ホ
ル
ム
ズ
な
ど
の

地
域
に
お
け
る
イ
ン
ド
洋
艦
隊
の
活
動
を
詳
述
し
、
紅
海
・
ペ
ル

シ
ャ
湾
・
イ
ン
ド
洋
を
め
ぐ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
勢
力
争
い
を
分

析
し
た
（
（7
（

。
一
六
世
紀
の
イ
ン
ド
洋
艦
隊
に
は
地
中
海
で
活
動
し
て

い
た
船
員
た
ち
が
主
力
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
作
戦
の
成
否
に

少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
い
う
（
（7
（

。
例
え
ば
、
一
五
五
四
年
に

イ
ン
ド
洋
艦
隊
の
提
督
で
あ
っ
た
セ
イ
デ
ィ
・
ア
リ
・
レ
イ
ス

Seydi ʻA
lî Reʼis

（
一
五
六
二
年
没
）
も
地
中
海
で
活
躍
し
た
船

員
で
あ
っ
た
。
彼
が
率
い
た
艦
隊
は
マ
ス
カ
ッ
ト
近
海
で
ポ
ル
ト

ガ
ル
艦
隊
か
ら
攻
撃
を
受
け
て
遭
難
し
、
陸
路
で
イ
ラ
ン
を
経
由

し
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
へ
帰
国
し
て
旅
行
記
を
記
し
た
（
（7
（

。
近
年
で
は
、

Ｇ
・
カ
ザ
ー
レ
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
イ
ン
ド
洋
へ
の
冒
険
事
業
を

通
史
的
に
描
き
出
し
、
そ
こ
で
国
家
が
先
導
す
る
冒
険
的
事
業
の

潮
流
で
あ
る
大
航
海
時
代
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
も
迎
え
て
い
た
の
だ

と
結
論
づ
け
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
地
理
学
研
究
に
新
た
な
議
論
を

巻
き
起
こ
し
た
（
（7
（

。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
者

層
が
世
界
に
関
す
る
地
理
的
・
空
間
的
な
理
解
を
し
た
上
で
政
策

決
定
を
し
て
い
た
と
い
う
点
で
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
大
航
海
時
代

を
迎
え
て
い
た
の
だ
と
主
張
す
る
研
究
も
あ
る
（
（7
（

が
、
議
論
の
枠
組

み
が
先
行
す
る
あ
ま
り
や
や
説
得
力
に
欠
け
る
と
い
う
批
判
も
あ

る
（
（7
（

。

　

黒
海
方
面
で
の
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
活
動
は
、
ド
ナ
ウ
河
を
通
じ

た
ワ
ラ
キ
ア
や
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
な
ど
の
国
境
地
帯
へ
の
支

援
を
主
目
的
と
し
た
活
動
と
、
帝
国
艦
隊
に
よ
る
黒
海
に
お
け
る

活
動
を
中
心
に
研
究
さ
れ
て
き
た
。
ド
ナ
ウ
河
に
設
置
さ
れ
た
艦

隊
に
つ
い
て
は
、
そ
の
組
織
や
活
動
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
が

近
年
飛
躍
的
に
進
ん
で
い
る
（
（7
（

。
ド
ナ
ウ
艦
隊
は
人
員
や
資
材
の
輸

送
に
加
え
て
、
船
を
繋
い
で
一
時
的
な
橋
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
（
（7
（

。

ド
ナ
ウ
艦
隊
の
設
立
は
ス
レ
イ
マ
ン
一
世
期
で
あ
っ
た
と
い
う
（
（7
（

。

一
七
世
紀
以
降
、
コ
サ
ッ
ク
に
よ
る
海
上
略
奪
が
激
化
し
た
黒
海

で
は
、
キ
リ
ア
や
シ
ノ
プ
な
ど
が
海
軍
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ

た
が
、
巡
視
や
攻
撃
の
際
に
は
帝
国
艦
隊
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
か
ら

派
遣
さ
れ
た
（
（7
（

。
黒
海
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
活
動
実
態
に
つ

い
て
は
未
だ
不
明
な
点
も
多
い
が
、
帝
国
艦
隊
に
よ
る
黒
海
遠
征

の
事
例
が
検
討
さ
れ
始
め
て
い
る
（
（8
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
活
動
に
関
す
る
研
究
は
、
海

三
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戦
史
に
主
軸
が
置
か
れ
て
検
討
さ
れ
て
き
た
一
方
で
、
他
方
で
は

事
件
史
的
な
も
の
に
留
ま
り
、
海
軍
は
オ
ス
マ
ン
社
会
か
ら
切
り

離
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
し
ま
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
点
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
は
、
名
の
知
ら

れ
た
海
戦
以
外
の
海
軍
の
活
動
へ
着
目
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

近
年
で
は
こ
の
よ
う
な
着
眼
点
で
の
研
究
も
増
え
て
き
て
い
る
。

例
と
し
て
、
一
五
四
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
海
軍
と
の
共
同
作
戦
に

つ
い
て
再
検
討
し
て
外
交
的
な
側
面
か
ら
そ
の
意
義
を
考
察
し
た

研
究
（
（8
（

や
、
カ
イ
セ
リ
リ
・
ハ
リ
ル
・
パ
シ
ャK
ayserili H

alîl 
Paşa

（
一
六
二
九
年
没
）
に
よ
る
一
七
世
紀
初
頭
の
地
中
海
遠

征
に
着
目
し
た
研
究
（
（8
（

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
海
戦
史
も
事
件

史
的
な
観
点
で
は
な
く
、
オ
ス
マ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
関
係
史
の

視
点
で
再
検
討
さ
れ
る
（
（8
（

な
ど
、
新
た
な
観
点
か
ら
の
考
察
も
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。
日
常
的
な
海
軍
の
運
用
方
法
や
実
態
に
つ
い
て

十
分
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
補
給
や
航
路
（
（8
（

の
検
討
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

四
．
海
軍
関
係
者
の
人
物
研
究

　

海
軍
の
関
係
者
と
し
て
は
、
オ
ス
マ
ン
海
軍
で
活
躍
し
た
ピ
ー

リ
ー
・
レ
イ
スPîrî Reʼis

（
一
五
五
三
年
没
）
と
、
バ
ル
バ
リ

ア
海
賊
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
麾
下
に
も
た
ら
し
た
バ
ル
バ
ロ
ス
兄

弟
が
ま
ず
着
目
さ
れ
た
（
（8
（

。
ピ
ー
リ
ー
・
レ
イ
ス
の
著
作
『
海
洋
の

書K
itâb-ı Bahriye

』
と
世
界
地
図
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お

け
る
重
要
な
地
理
学
的
作
品
と
し
て
も
着
目
さ
れ
て
き
た
（
（8
（

。

　

バ
ル
バ
ロ
ス
兄
弟
は
兄
の
オ
ル
チO

ruç

（
一
五
一
八
年
没
）

と
弟
の
フ
ズ
ルH

ızır

（
一
五
四
六
年
没
）
を
指
し
、
彼
ら
は
海

賊
活
動
を
通
じ
て
勢
力
を
拡
大
し
て
北
ア
フ
リ
カ
で
支
配
権
を
得

た
（
（8
（

。
弟
の
フ
ズ
ル
が
ハ
イ
レ
ッ
デ
ィ
ン
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
後
に
海
軍
提
督
に
任
命
さ
れ
る
と
、
オ
ス
マ
ン
海
軍
を
改

革
し
、
プ
レ
ヴ
ェ
ザ
海
戦
で
の
勝
利
の
立
役
者
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
で
も
彼
の
存
在
が
重
要
視
さ
れ
て
き

た
。
ハ
イ
レ
ッ
デ
ィ
ン
遠
征
記
（
（8
（

や
、
叙
述
史
料
を
活
用
し
た
バ
ル

バ
ロ
ス
兄
弟
の
北
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
権
力
獲
得
の
過
程
（
（8
（

な
ど
が

検
討
さ
れ
た
ほ
か
、
ギ
リ
シ
ア
系
と
さ
れ
る
バ
ル
バ
ロ
ス
兄
弟
の

父
祖
の
系
譜
に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
（
（9
（

。

　

彼
ら
の
よ
う
な
海
の
レ
ヴ
ェ
ン
ト
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
海
軍
力

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
と
さ
れ
、
と
り
わ
け
イ
ベ
リ
ア
半

島
の
ム
ス
リ
ム
の
救
出
作
戦
を
行
っ
た
ケ
マ
ル
・
レ
イ
ス
（
（9
（

や
、
一

五
五
〇
年
以
降
西
地
中
海
で
活
躍
し
た
ト
ゥ
ル
グ
ト
・
レ
イ
ス

T
urgut Reʼis

（
一
五
六
五
年
没
（
（9
（

）、
一
五
七
四
年
の
チ
ュ
ニ
ス

再
征
服
の
立
役
者
で
あ
る
ク
ル
チ
・
ア
リ
・
パ
シ
ャK

ılıç ʻA
li 

Paşa

（
一
五
八
七
年
没
（
（9
（

）
な
ど
が
重
点
的
に
研
究
さ
れ
て
き
た
。

三
八
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そ
し
て
、
ピ
ー
リ
ー
・
レ
イ
ス
が
叔
父
ケ
マ
ル
・
レ
イ
ス

K
em

al Reʼis

（
一
五
一
〇
年
没
）
に
奉
公
す
る
こ
と
で
船
乗
り

と
し
て
の
経
験
を
積
み
、
西
地
中
海
に
お
け
る
海
賊
活
動
を
経
て

オ
ス
マ
ン
海
軍
の
船
長
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
う
逸
話
の
よ
う
に
、

レ
ヴ
ェ
ン
ト
の
経
歴
は
、
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
船
乗
り
の
典
型
的
な

経
歴
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
（
（9
（

。
し
か
し
、
先
に
挙
げ
た
レ
ヴ
ェ
ン

ト
の
う
ち
海
軍
提
督
に
ま
で
昇
進
し
た
の
は
バ
ル
バ
ロ
ス
・
ハ
イ

レ
ッ
デ
ィ
ン
と
ク
ル
チ
・
ア
リ
の
み
で
あ
り
、
一
六
・
一
七
世
紀

の
海
軍
提
督
の
多
く
は
、
宮
廷
で
教
育
を
受
け
た
エ
リ
ー
ト
官
僚

で
あ
っ
た
（
（9
（

。
近
年
で
は
こ
う
し
た
官
僚
た
ち
の
海
軍
提
督
と
し
て

の
活
動
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
五
六
〇
年
の
ジ
ェ
ル

バ
島
遠
征
や
一
六
五
六
年
の
マ
ル
タ
島
遠
征
と
一
五
七
〇
年
の
キ

プ
ロ
ス
島
征
服
遠
征
を
指
揮
し
た
ピ
ヤ
ー
レ
・
パ
シ
ャPiyâle 

Paşa

（
一
五
七
八
年
没
）
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
系
で
モ
ハ
ー
チ
の

戦
い
で
戦
争
捕
虜
と
な
り
、
宮
廷
で
教
育
を
受
け
た
の
ち
一
五
四

七
年
か
ら
オ
ス
マ
ン
官
僚
の
道
を
歩
み
初
め
、
一
五
五
五
年
に
海

軍
の
指
揮
者
と
な
る
と
前
述
の
通
り
多
く
の
海
洋
遠
征
を
成
功
に

導
き
、
一
五
七
三
年
ま
で
海
軍
を
率
い
て
活
躍
し
た
（
（9
（

。
他
に
も
、

ダ
ー
マ
ー
ト
・
ハ
リ
ル
・
パ
シ
ャD

âm
âd H

alîl Paşa

（
一
六

〇
三
年
没
（
（9
（

）
や
カ
イ
セ
リ
リ
・
ハ
リ
ル
・
パ
シ
ャ
（
（9
（

、
チ
ャ
タ
ル
ジ

ャ
ル
・
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャÇatalcalı H

asan Paşa

（
一
六
三
一

年
没
（
（9
（

）
に
関
す
る
事
例
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｍ
・
メ
ネ
ク
シ
ェ

は
ク
レ
タ
戦
争
開
始
時
の
海
軍
提
督
ス
ィ
ラ
フ
ダ
ー
ル
・
ユ
ス

フ
・
パ
シ
ャSilahdâr Y

usuf Paşa

（
一
六
四
六
年
没
）
の
活

動
と
彼
の
周
囲
の
政
治
的
状
況
を
分
析
し
、
ハ
ニ
ヤ
を
征
服
し
た

有
能
な
官
僚
で
あ
り
な
が
ら
、
政
治
的
敵
対
者
に
よ
る
悪
意
あ
る

報
告
が
原
因
で
ス
ル
タ
ン
に
処
刑
さ
れ
た
シ
ラ
フ
ダ
ー
ル
・
ユ
ス

フ
は
、
オ
ス
マ
ン
宮
廷
に
お
け
る
政
治
的
混
乱
の
被
害
者
で
あ
っ

た
と
評
価
し
た
（
（10
（

。
ま
た
、
ヴ
ェ
ネ
デ
ィ
ク
リ
・
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ

V
enedikli H

asan Paşa

（
一
五
九
一
年
没
（
（10
（

）
や
、
ジ
ュ
ガ
ラ

ザ
ー
デ
・
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャCıgalazâde Sinan Paşa

（
一

六
〇
五
年
没
（
（10
（

）
な
ど
の
官
僚
出
身
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
親
族
を
持

つ
海
軍
提
督
も
、
外
交
上
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
点
で
重
視
さ

れ
て
い
る
（
（10
（

。

　

海
軍
提
督
よ
り
も
下
位
の
海
軍
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十

分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
オ
ス
マ
ン
官
僚
で

あ
る
コ
ジ
ャ
・
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャK

oca Sinan Paşa

（
一
五

九
六
年
没
）
と
ヒ
ュ
サ
ム
・
ベ
イH

üsam
 Bey

（
一
五
九
四
年

以
降
没
）
の
関
係
に
着
目
し
た
Ｃ
・
イ
ソ
ム
＝
ヴ
ェ
ル
ハ
ー
レ
ン
（
（10
（

は
、
ヒ
ュ
サ
ム
が
賄
賂
を
送
り
続
け
た
結
果
、
大
宰
相
に
就
任
し

た
ば
か
り
の
コ
ジ
ャ
・
ス
ィ
ナ
ン
の
仲
介
で
海
軍
提
督
の
候
補
と

し
て
ス
ル
タ
ン
へ
推
薦
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
海
軍
に

三
九
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お
け
る
昇
進
に
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
関
係
に
よ
る
支
援
が
必
須
で
あ
っ

た
と
指
摘
し
た
。
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
関
係
に
基
づ
く
人
的
紐
帯
を
形

成
す
る
こ
と
は
、
近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
官
僚
た
ち
に
と
っ
て
昇

進
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
海
軍
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ヒ
ュ
サ
ム
は
ゲ
リ
ボ
ル
の
宮
廷

で
教
育
を
受
け
、
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
と
な
っ
た
の
ち
に
海
軍
に
協
力

す
る
海
賊
と
な
り
、
海
軍
工
廠
の
船
長
と
な
っ
た
の
ち
イ
エ
メ
ン

へ
の
遠
征
に
も
参
加
し
、
ロ
ド
ス
な
ど
の
県
軍
政
官
を
歴
任
し
て

海
軍
提
督
に
推
薦
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
、
約
四
〇
年
間
海
軍
で
活

躍
し
た
（
（10
（

。
ヒ
ュ
サ
ム
が
宮
廷
で
教
育
を
受
け
た
後
に
イ
ェ
ニ
チ
ェ

リ
と
な
っ
た
経
歴
を
見
て
も
、
オ
ス
マ
ン
海
軍
を
支
え
た
船
員
が

必
ず
し
も
レ
ヴ
ェ
ン
ト
ば
か
り
で
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ

の
一
方
で
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
軍
人
で
あ
り
な
が
ら
も
掠
奪
行
為

に
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
掠
奪
で
得
た
戦
利
品
を

ス
ル
タ
ン
や
高
官
へ
献
呈
す
る
こ
と
が
海
軍
人
と
し
て
の
評
価
と

な
り
、
海
軍
で
の
出
世
に
繋
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
海
軍
に
関
係
す
る
個
人
の
研
究
は
、
レ
ヴ
ェ

ン
ト
出
身
の
海
軍
提
督
や
著
名
な
船
長
た
ち
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、

次
第
に
そ
の
裾
野
を
広
げ
、
海
軍
に
お
け
る
人
材
の
多
様
性
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
海
軍
提
督
よ
り
も
下
位

の
人
員
に
関
す
る
事
例
研
究
の
積
み
重
ね
が
今
後
の
課
題
で
あ
る

と
言
え
る
。

五
．
海
軍
の
評
価
の
再
考
に
向
け
て

　

以
上
を
踏
ま
え
、
一
六
・
一
七
世
紀
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
海
軍

の
再
評
価
へ
向
け
て
議
論
の
整
理
を
試
み
た
い
。
こ
れ
ま
で
オ
ス

マ
ン
海
軍
史
に
お
け
る
時
代
区
分
は
、
そ
の
黎
明
期
か
ら
一
五
三

三
年
ま
で
、
海
軍
提
督
の
設
置
に
よ
り
海
軍
組
織
が
一
定
の
常
設

的
な
組
織
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
一
五
三
四
年
か
ら
近
代

化
改
革
を
め
ざ
し
た
海
軍
省
設
置
の
一
八
六
七
年
ま
で
（
（10
（

、
そ
し
て

近
代
化
改
革
以
降
の
三
期
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
う
ち
第
二
期
に

あ
た
る
三
〇
〇
年
以
上
の
期
間
が
、
一
六
世
紀
に
お
け
る
プ
レ
ヴ

ェ
ザ
海
戦
で
の
勝
利
や
一
七
世
紀
に
お
け
る
ク
レ
タ
戦
争
の
長
期

化
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
南
下
と
一
七
七
〇
年
の
チ
ェ

シ
ュ
メ
海
戦
で
の
敗
北
と
い
っ
た
歴
史
的
事
件
を
含
む
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
一
括
り
に
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
は
些
か
問
題

が
あ
ろ
う
。

　

第
二
期
の
う
ち
、
本
稿
が
取
り
上
げ
た
一
六
八
二
年
ま
で
の
ガ

レ
ー
船
時
代
に
お
い
て
も
、
プ
レ
ヴ
ェ
ザ
海
戦
に
代
表
さ
れ
る
ス

レ
イ
マ
ン
一
世
期
が
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
最
盛
期
と
し
て
評
価
さ
れ

て
い
る
が
、
一
六
世
紀
末
・
一
七
世
紀
の
評
価
は
研
究
者
の
間
で

一
定
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
レ
パ
ン
ト
海
戦
の
影
響
の
評
価
が
分
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か
れ
て
い
る
。
レ
パ
ン
ト
海
戦
の
翌
年
に
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
軍
艦

数
が
前
年
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
イ
ン
バ
ー

は
、
レ
パ
ン
ト
海
戦
を
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
衰
退
へ
の
転
換
点
と
し

て
評
価
す
る
こ
と
へ
の
疑
問
を
呈
し
た
（
（10
（

。
し
か
し
、
熟
練
の
船
乗

り
た
ち
を
含
む
二
万
人
以
上
の
死
傷
者
と
一
万
人
以
上
の
漕
ぎ
手

の
喪
失
は
た
だ
ち
に
補
え
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
、
人
的
資
源

へ
の
影
響
を
重
要
視
す
る
研
究
も
あ
る
（
（10
（

。

　

そ
も
そ
も
レ
パ
ン
ト
海
戦
の
評
価
を
め
ぐ
る
議
論
の
背
景
に
は
、

一
六
四
五
年
か
ら
始
ま
る
ク
レ
タ
戦
争
の
決
着
に
二
五
年
も
要
し

た
こ
と
を
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
衰
退
と
し
て
評
価
す
る
見
解
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
衰
退
の
評
価
は
、
オ
ス
マ
ン
海
軍
そ
れ
自
体
の
組

織
性
質
や
運
用
方
法
、
技
術
や
そ
れ
ら
の
変
化
な
ど
を
具
体
的
に

検
討
し
た
上
で
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
一
八
世
紀

の
オ
ス
マ
ン
海
事
史
を
専
門
と
し
な
が
ら
一
五
七
二
年
か
ら
一
九

二
三
年
を
扱
う
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
の
大
著
（
（10
（

を
上
梓
し
た
Ｄ
・
パ
ン

ザ
ッ
ク
は
、
レ
パ
ン
ト
海
戦
後
の
一
五
七
二
年
か
ら
一
六
八
二
年

を
オ
ス
マ
ン
海
軍
の
衰
退
期
と
し
、
そ
の
原
因
を
七
五
年
余
り
に

わ
た
る
海
戦
経
験
の
無
さ
に
求
め
た
。
彼
と
同
様
に
、
一
八
世
紀

初
頭
ま
で
に
オ
ス
マ
ン
海
軍
が
経
験
し
た
海
戦
を
時
系
列
で
整
理

し
た
ソ
ウ
ジ
ェ
ク
は
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前
半
に
か

け
て
起
こ
っ
た
海
戦
を
、
一
五
二
二
年
の
ロ
ド
ス
島
遠
征
、
一
五

三
八
年
の
プ
レ
ヴ
ェ
ザ
海
戦
、
一
五
五
五
年
の
ト
リ
ポ
リ
戦
役
、

一
五
六
〇
年
の
ジ
ェ
ル
バ
島
遠
征
、
一
五
七
〇
年
か
ら
七
三
年
の

キ
プ
ロ
ス
島
の
遠
征
、
一
五
七
一
年
の
レ
パ
ン
ト
海
戦
、
一
五
七

四
年
の
チ
ュ
ニ
ス
遠
征
、
一
六
四
五
年
の
ク
レ
タ
戦
争
で
あ
っ
た

と
し
た
（
（11
（

。
こ
う
し
た
一
五
七
五
年
か
ら
一
六
四
五
年
ま
で
の
期
間

に
海
戦
は
起
こ
ら
ず
、
夏
季
の
巡
視
航
海
に
よ
る
沿
岸
防
衛
に
徹

し
て
い
た
と
い
う
「
海
戦
の
空
白
期
間
」
と
い
う
べ
き
見
方
は
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
史
研
究
に
お
い
て
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
き
た
。
こ

の
見
方
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
形
成
さ
れ
、
ど
の
程
度
流
布
し
て

い
た
か
は
詳
細
な
研
究
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も

一
九
世
紀
に
書
か
れ
た
『
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
史T

ârih-i 
Cevdet

』
に
も
見
ら
れ
る
（
（11
（

。
こ
の
「
空
白
期
間
」
と
ク
レ
タ
戦
争

の
長
期
化
を
主
な
根
拠
に
、
一
七
世
紀
の
オ
ス
マ
ン
海
軍
に
対
し

衰
退
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
（
（11
（

。

　

し
か
し
、
近
年
の
海
軍
史
研
究
を
み
れ
ば
、
こ
の
時
期
が
決
し

て
「
海
戦
の
空
白
期
間
」
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
第

三
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
著
名
な
海
戦
以
外
に
も
海
軍
に
よ
る

攻
撃
が
地
中
海
・
黒
海
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
近
世
オ
ス
マ
ン
海
軍
に
関
す
る
第
一
級
の
叙
述
史

料
で
あ
る
キ
ャ
ー
テ
ィ
ブ
・
チ
ェ
レ
ビK

âtib Çelebi

（
一
六
五

七
年
没
）
の
『
諸
海
へ
の
遠
征
に
お
け
る
高
貴
な
贈
り
物T

uh-
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』
で
も
、
一
五
八
八
年
の
ウ
ル

チ
・
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャU

luç H
asan Paşa

（
一
五
九
一
年
没
）

に
よ
る
北
ア
フ
リ
カ
遠
征
や
、
一
六
一
四
年
の
マ
ル
タ
島
略
奪
、

一
六
一
四
年
か
ら
一
六
四
〇
年
ま
で
断
続
的
に
派
遣
さ
れ
た
黒
海

遠
征
な
ど
が
あ
り
、
通
常
の
巡
視
航
路
で
あ
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
や

島
嶼
州
を
離
れ
、
攻
撃
目
標
を
も
っ
て
軍
事
活
動
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
（
（11
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
海
戦
の
空
白

期
間
」
と
い
う
捉
え
方
の
見
直
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
理
由
と
す
る

オ
ス
マ
ン
海
軍
の
衰
退
の
評
価
も
改
め
て
議
論
し
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
。

　

海
軍
の
再
評
価
に
際
し
て
は
、「
海
戦
の
空
白
期
間
」
と
呼
ば

れ
て
き
た
こ
の
時
期
が
、
地
中
海
に
お
い
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
の
競
合
が
終
結
し
、
海
賊
の
時
代
と
さ
え
言
わ

れ
る
状
況
に
あ
っ
た
（
（11
（

こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
は
大
規
模
な
海
戦
は
生
じ
得
ず
、
代
わ
り
に
海
賊
に
対

す
る
沿
岸
警
備
な
ど
が
海
軍
に
と
っ
て
重
要
課
題
と
な
っ
た
。
求

め
ら
れ
る
海
軍
力
の
性
質
も
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
例
え
ば
東
地
中
海
に
お
け
る
防
衛
網
の
あ
り
方
の
変
化
（
（11
（

や
、

海
軍
提
督
の
下
に
所
属
し
た
デ
ル
ヤ
ー
・
ベ
イ
と
呼
ば
れ
る
県
軍

政
官
た
ち
な
ど
、
海
賊
対
策
の
担
い
手
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
た
存
在
に
も
着
目
し
て
（
（11
（

論
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
本

稿
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
海
軍
組
織
や
軍
事
技
術
・
造
船
、
活

動
、
海
軍
を
構
成
し
た
人
物
に
関
す
る
実
証
的
研
究
の
蓄
積
を
踏

ま
え
、
総
合
的
に
オ
ス
マ
ン
海
軍
を
再
評
価
し
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
の
課
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
は
、
史
料
に
依
拠
し
た
実
証
的
な
研
究

を
柱
と
し
て
制
度
史
研
究
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
傾
向
に
あ
っ
た
。

近
年
で
は
海
軍
の
活
動
地
域
や
、
海
軍
の
船
乗
り
や
海
軍
工
廠
の

職
人
の
多
様
性
、
船
長
経
験
の
な
い
官
僚
主
導
の
海
軍
の
活
動
に

対
す
る
再
検
討
な
ど
、
よ
り
多
角
的
な
面
か
ら
の
考
察
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
さ
ら
に
具
体
的
に
オ
ス
マ
ン

海
軍
の
性
質
を
解
明
し
、
再
評
価
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
常
的

な
艦
隊
運
用
の
実
態
や
、
よ
り
下
位
の
海
軍
従
事
者
た
ち
に
関
す

る
検
討
が
不
十
分
で
あ
る
。
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
は
、
オ
ス
マ
ン
語
以
外
の
史
料
や
、
外
国
に
残
る
オ
ス
マ
ン

語
史
料
（
（11
（

な
ど
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
史
料
の
活
用

や
、
海
賊
に
対
す
る
沿
岸
防
衛
の
あ
り
方
な
ど
の
事
件
史
的
で
な

い
海
軍
の
活
動
へ
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
他
勢
力
の
海
軍
と

の
比
較
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ス
マ
ン
海
軍
そ
れ
自
体
の
性
質
に
つ

い
て
の
社
会
的
・
経
済
的
・
技
術
的
な
諸
側
面
の
総
合
的
検
討
を



近
世
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
の
現
状
と
課
題

）

四
三　
（
四
三

註（1
）　U

zunçarşılı, İsm
ail H

akkı, O
sm

anlı D
evletinin M

erkez 
ve Bahriye T

eşkilâtı, A
nkara: T

ürk T
arih K

urum
u, 1948.

（
2
）　Bostan, İdris, and Salih Ö

zbaran 

（eds.

）, Başlangıçtan 
X

V
II. Y

üzyılın Sonuna K
adar T

ürk D
enizcilik T

arihi, 
İstanbul: D

eniz Basım
evi M

üdürlüğü, 2009.

（
3
）　O

riente M
oderno 

（
以
下O

M

）, 20/1 

（2001

）. 

こ
の
時
期

の
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
の
動
向
と
課
題
に
つ
い
て
は
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iri R
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そ
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近
世
オ
ス
マ
ン
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史
の
再
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可
能
に
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る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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u, 2014.

（
6
）　Isom

-V
erhaaren, Christine, T

he Sultan̓
s Fleet: Sea-

farers of the O
ttom

an E
m

pire, London: I. B. T
auris, 2022.

（
7
）　U

zunçarşılı, M
erkez ve Bahriye T

eşkilâtı, pp. 394-96, 
414-36. 

な
お
、
海
軍
提
督
設
置
以
前
の
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究

に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。İnalcık, H

alil, 

“The Rise of the T
urcom

an M
aritim

e Princilpalities in 
A

natolia, Byzantium
, and the Crusades

”, in T
he M

iddle 
E

ast and the Balkans under the O
ttom

an E
m

pire, E
ssays 

on E
conom

y and Society, Bloom
ington: Indiana U

niver-
sity T

urkish Studies and T
urkish M

inistry of Culture, 
1993, pp. 309-41; Fleet, K

ate, 

“Early T
urkish N

aval A
c-

tivities

”, O
M

, 20/1 

（2001

）, pp. 129-38; Bostan, İdris, 

“Os-
m

anlıların D
enizlere A

çılm
a Sürecinde Gelibolu

”, in 
Beylikten İm

paratorluğa O
sm

anlı D
enizciliği, İstanbul: 

K
itap Y

ayınevi, 2006, pp. 33-46; İnalcık, H
alil, O

sm
anlı 

D
eniz E

gem
enliği, İstanbul: T

ürkîye İş Bankası K
ültür 

Y
ayınları, 2023, esp. pp. 3-199.

（
8
）　U

zunçarşılı, M
erkez ve Bahriye T

eşkilâtı, pp. 389-511.

（
9
）　Im

ber, Colin, 

“The A
dm

inistration of the O
ttom

an 
N

avy during the Reign of Suleym
an I, 1520-1566

”, un-
published Ph.D

. diss., Cam
brige U

niversity, 1970. 

こ
れ
は

一
九
八
〇
年
に
投
稿
論
文
と
し
て
発
行
さ
れ
、
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。Im

ber, Colin, 

“The N
avy of Süleym

an the 
M

agnificent

”, A
rchivum

 O
ttom

anicum
, 7 

（1980

）, pp. 



史
　
　
　
学
　
第
九
三
巻
　
第
一
号

）

四
四　
（
四
四

211-81.
（
10
）　Im

ber, Colin, T
he O

ttom
an E

m
pire, 1300-1650: T

he 
Structure of Pow

er, Basingstoke: Palgrave, 2002.
（
11
）　Bostan, İdris, O

sm
anlı B

ahriye T
eşkilâtı, X

V
II. 

Y
üzyılda T

ersâne-i Â
m

ire, A
nkara: T

ürk T
arih K

urum
u, 

1992.

（
12
）　Bostan, O

sm
anlı Bahriye T

eşkilâtı, pp. 31-79.

（
13
）　U

zunçarşılı, M
erkez ve Bahriye T

eşkilâtı, pp. 414-31.

（
14
）　Gökyay, O

rhan Şaik, 

“Osm
anlı D

onanm
ası ve K

apu-
dan-ı D

erya İle İlgili T
eşrifat H

akkında Belgeler

”, T
arih 

E
nstitüsü D

ergisi, 12 

（1982
）, pp. 25-84. 

な
お
、
海
軍
提
督

の
名
で
裁
か
れ
た
訴
訟
が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

そ
う
し
た
訴
訟
の
文
書
は
二
〇
二
三
年
現
在
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

（
15
）　A

ybars, Pam
ir, 

“Kaptan Paşa ve H
ukukî Statüsü

”, 
A

nkara Ü
niversitesi H

ukuk Fakültesi D
ergisi, 53/3 

（2004

）, pp. 39-60.

（
16
）　S. Ö

zbaran, 

“Kapudan Pasha

”, in E
ncyclopæ

dia of 
Islam

, 2nd ed. （
以
下E

I²

）, vol. 4, 1978, pp. 571-72.

（
17
）　

島
嶼
州
と
ア
ル
ジ
ェ
州
の
ど
ち
ら
に
も
「
複
数
の
島
」
を
意
味

す
る
ジ
ェ
ザ
ー
イ
ル
の
語
が
含
ま
れ
て
お
り
、
史
料
中
で
単
に
ジ

ェ
ザ
ー
イ
ル
州
と
い
う
語
が
使
わ
れ
た
場
合
、
島
嶼
州
を
意
味
す

る
こ
と
も
多
い
た
め
に
、
か
つ
て
は
ア
ル
ジ
ェ
州
の
地
域
を
拡
大

し
て
島
嶼
州
が
形
成
さ
れ
た
と
さ
れ
て
き
た
（
例
え
ば
、C. F. 

Beckingham
, 

“Djazāʼir-i Baḥ r-i Safīd

”, in E
I², vol. 2, 1991, 

pp. 521-22

）。
島
嶼
州
の
構
成
地
域
の
研
究
に
よ
り
、
ア
ル
ジ
ェ

は
島
嶼
州
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

（
高
堀
英
樹
「
オ
ス
マ
ン
朝
に
お
け
る
ジ
ェ
ザ
ー
イ
ル
州
の
成
立
―

創
設
時
に
お
け
る
そ
の
領
域
を
中
心
に
―
」『
イ
ス
ラ
ム
世
界
』
六

三
号
、
二
〇
〇
四
年
、
一
―
二
〇
頁
）。

（
18
）　Bostan, İdris, 

“Establishm
ent of the Province of 

Cezayir-i Bahr-i Sefid

”, in Elizabeth Zachariadou 

（ed.

）, 
T

he K
apudan Pasha: H

is O
ffi

ce and H
is D

om
ain, 

（
以
下

T
he K

apudan P
asha

）, Rethym
non: Crete U

niversity 
Press, 2002, pp. 241-51; Bostan, İdris, 

“Cezâyir-i Bahr-i 
Sefîd E

yaletinin K
uruluşu, 1534

”, T
arih D

ergisi, 38 

（2003

）, pp. 61-78; Bostan, İdris, 

“Kapudan Paşa

”, in K
ate 

F
leet et al. 

（ed.

）, E
ncyclopæ

dia of Islam
, T

hree, 
Leiden-Boston: Bril, 2021, http://dx.doi.org/10.1163/1573-
3912_ei3_CO

M
_32992 

（consulted online on 26 Septem
-

ber 2023

）.

（
19
）　Zachariadou

（ed.

）, T
he K

apudan Pasha.

（
20
）　Im

ber, Colin, 

“The Costs of N
aval W

arfare: T
he A

c-
counts of H

ayreddin Barbarossaʼs H
erceg N

ovi Cam
-

paign in 1539

”, A
rchivum

 O
ttom

anicum
, 4 

（1972

）, pp. 
203-16.

（
21
）　Çizakça, M

urat, 

“Ottom
ans and the M

editerranean: 
A

n A
nalyis of the O

ttom
an Shipbuilding Industry as Re-

flected by the A
rsenal Registers of Istanbul 1529-1650

”, 
in Le G

enti D
el M

are M
editerraneo, 1981, pp. 773-87.

（
22
）　Bostan, O

sm
anlı Bahriye T

eşkilâtı, pp. 31-79.

（
23
）　M

urphey, Rhoads, 

“The O
ttom

an Resurgence in the 
Seventeenth-Century M

editerranean

”, M
editerranean 



近
世
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
の
現
状
と
課
題

）

四
五　
（
四
五

H
istorical R

eview
, 8/2 （1993

）, pp. 186-200.
（
24
）　M

urphey, 

“The O
ttom

an Resurgence

”, pp. 191-92.
（
25
）　

例
え
ば
、
大
宰
相
メ
レ
キ
・
ア
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャM

elek 
A

hm
ed Paşa

（
一
六
六
二
年
没
）
が
一
六
五
一
年
に
完
成
さ
せ

た
ガ
レ
オ
ン
船
に
つ
い
てGökyay, 

“Teşrifat H
akkında Bel-

geler,
” p. 60
。

（
26
）　Bostan, O

sm
anlı Bahriye T

eşkilâtı, pp. 187-224; Şen, 
Gül, 

“Galley Slaves and A
gency: T

he D
riving Force of 

the O
ttom

an Fleet
”, in Slaves and Slave A

gency in the 
O

ttom
an E

m
pire, Göttingen: V

 &
 R U

nipress and Bonn 
U

niversity Press, 2020, pp. 131-63. 

海
軍
工
廠
の
牢
獄
と
そ

こ
で
の
医
療
に
つ
い
て
は
、M

ossensohn, M
iri Shefer, 

“Medi-
cal T

reatm
ent in the O

ttom
an N

avy in the Early M
od-

ern Period

”, JE
SH

O
, 50/4 （2007

）, pp. 542-68. 

を
参
照
。

（
27
）　Bostan, İdris, 

“Osm
anlı D

onanm
asında K

ürekçi T
em

-
ini M

eselesi ve 958 （1551

） Tarihli K
ürekçi D

efterleri

”, in 
Beylikten İm

paratorluğa O
sm

anlı D
enizciliği, İstanbul: 

K
itap Y

ayınevi, 2006, pp. 59-76.

（
28
）　

多
田
守
「
一
七
世
紀
の
オ
ス
マ
ン
朝
に
お
け
る
漕
手
徴
発
―
ボ

ル
郡
に
お
け
る
事
例
分
析
を
通
じ
て
」『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
九
一

号
、
二
〇
二
〇
年
、
二
五
―
七
一
頁
。

（
29
）　

多
田
守
「
一
六
世
紀
中
頃
の
オ
ス
マ
ン
朝
に
お
け
る
漕
手
徴
発

を
め
ぐ
っ
て
」『
イ
ス
ラ
ム
世
界
』
九
七
号
、
二
〇
二
二
年
、
一
―

四
四
頁
。

（
30
）　Şen, Gül, 

“Betw
een T

w
o Spaces: Enslavem

ent and 
Labor in the Early M

odern O
ttom

an N
avy

”, Stephan 

Conerm
ann et al. 

（ed.

）, Com
parative and G

lobal Fram
-

ing of E
nslavem

ent, Berlin: W
alter de Gruyter, 2023, pp. 

133-66.

（
31
）　Pedani, M

aria Pia, 

“Ottom
an Ships and V

enetian 
Craftsm

en in the 16th Century

”, in T
echnology and 

T
rade: Studies in T

urkish M
aritim

e H
istory, İstanbul: 

D
enizler K

itabevi, 2014, pp. 460-64.

（
32
）　Fleet, K

ate, 

“Ottom
an Expansion in the M

editerra-
nean

”, in Suraiya N
. Faroqhi and K

ate Fleet 

（ed.

）, T
he 

Cam
bridge H

istory of T
urkey, V

ol. 2, Cam
bridge: Cam

-
bridge U

niversity Press, 2012, pp. 141-72, esp. pp. 157-
58.

（
33
）　Fabris, A

ntonio, 

“A D
escription of the O

ttom
an A

r-
senal of Istanbul 

（1698

）”, M
editerranea: R

icerche 
Storiche, 34 （2015

）, pp. 435-44.

（
34
）　Gürkan, E

m
rah Safa, 

“Fitilin U
cunda T

ersane-yi 
Â

m
ire

”, in O
sm

anlı İstanbulu: I. U
luslararası O

sm
anlı 

İstanbulu Sem
pozyum

u, Bildiriler, İstanbul: İstanbul 29 
M

ayıs Ü
niversitesi Y

ayınları: İstanbul Büyükşehir Bele-
diyesi K

ültür A
. Ş., 2017, pp. 43-70.

（
35
）　Çetin, A

tilla, 

“Garp O
cakları

”, in D
İA

, vol. 13, 1996, 
pp. 382-86.

（
36
）　Cezar, M

ustafa, O
sm

anlı T
arihinde Levendler, İstan-

bul: Çelikcilt M
atbaası, 1965.

（
37
）　H

ess, A
ndrew

 C., T
he Forgotten Frontier: A

 H
istory 

of the Sixteenth Century Ibero-A
frican Frontier, Chicago: 



史
　
　
　
学
　
第
九
三
巻
　
第
一
号

）

四
六　
（
四
六

U
niversity of Chicago Press, 1978.

（
38
）　M

urphey, 

“The O
ttom

an Resurgence

”, p. 189.
（
39
）　Gürkan, E

m
rah Safa, Sultanın C

asusları: 16. 
Y

üzyılda İstihbarat, Sabotaj ve R
üşvet A

ğları, İstanbul: 
K

ronik Y
ayıncılık, 2017; Gürkan, Em

rah Safa, Sultanın 
K

orsanları, O
sm

anlı A
kdeniziʼnde G

azâ, Y
ağm

a ve E
s-

aret, 1500-1700, İstanbul: K
ronik K

itap, 2018.

（
40
）　O

rhunlu, Cengiz, 

“Hint K
aptanlığı ve Pîrî Reis

”, Bel-
leten, 34/134 

（1970
）, pp. 235-54; O

rhunlu, Cengiz, O
s-

m
anlı İm

paratorluğuʼnun G
üney Siyaseti: H

abeş E
yaleti, 

İstanbul: Edebiyat Fakültesi, 1974.

（
41
）　Ö

zbaran, Salih, O
ttom

an E
xpansion tow

ard the Indian 
O

cean in the 16th Century, İstanbul: İstanbul Bilgi U
ni-

versity Press, 2009.

（
42
）　Sevinç, T

ahir, O
sm

anlı İdaresinde Süveyş D
onan-

m
ası: Süveyş T

ersanesiʼnde G
em

i İnşası, 16-18. Y
üzyıl-

lar, İstanbul: İdeal K
ültür Y

ayıncılık, 2021.

（
43
）　Sevinç, T

ahir, Basra D
onanm

ası, Birecik ve Basra 
T

ersanelerinde G
em

i İnşa Faaliyetleri: 16-18. Y
üzyıllar, 

İstanbul: İdeal K
ültür Y

ayıncılık, 2022.

（
44
）　T

ekindağ, Şehabettin, 

“Haliç T
ersanesinde İnşa 

Edilen İlk T
ürk D

onanm
ası ve Cafer K

aptanʼın A
rizası

”, 
Belgelerle T

ürk T
arihi D

ergisi, 7 （1968

）, p. 66.

（
45
）　

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
地
中
海
に
お
け
る
造
船
技
術
の
発

展
に
つ
い
て
は
、Pryor, John H

., G
eography, T

echnology 
and W

ar: Studies in the M
aritim

e H
istory of the M

edi-

terranean, 649-1571, Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity 

Press, 1988

を
参
照
の
こ
と
。

（
46
）　K

ahane, H
enry and R

enée, and A
ndreas T

ietze 

（eds.

）, T
he Linga Franca in the Levant: T

urkish N
auti-

cal T
erm

s of Italian and G
reek O

rigin, U
rbana: U

niver-
sity of Illinois Press, 1958.

（
47
）　Soucek, Savat, 

“Certain T
ypes of Ships in O

ttom
an- 

T
urkish T

erm
inology

”, T
urcica, 7 （1975

）, pp. 233-49.

（
48
）　Bostan, İdris, K

ürekli ve Y
elkenli O

sm
anlı G

em
ileri, 

İstanbul: Bilge Y
ayım

 H
abercilik ve D

anışm
anlık, 2005; 

大
竹
直
「
新
刊
紹
介Idris Bostan: K

urekli ve Y
elkenli O

s-
m

anli Gem
ileri 

（
訳
題
『
オ
ス
マ
ン
朝
の
艦
船
』） （
イ
ス
タ
ン
ブ

ル
、
二
〇
〇
五
年
、
Ａ
４
変
形
判
四
六
一
頁
）」『
明
大
ア
ジ
ア
史

論
集
』
十
二
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
一
九
―
二
二
頁
。
な
お
本
書

は
大
型
図
録
で
あ
り
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
が
、Bostan, İdris, 

O
sm

anlılar ve D
eniz, D

eniz Politikaları, T
eşkilat, G

em
i-

ler, İstanbul: K
üre Y

ayınları, 2017

と
し
て
図
版
を
一
部
削
除

し
た
上
で
本
文
に
若
干
の
加
筆
修
正
を
し
て
再
出
版
さ
れ
た
。

（
49
）　Beydiz, M

ustafa Gürbüz, O
sm

anlı G
em

i T
asvirleri, 

İstanbul: K
abalcı Y

ayıncılık, 2013.

（
50
）　A

ydın, Y
usuf A

lperen, 

“Technological D
evelopm

ents 
in the Im

perial D
ockyard 

（T
ersane-i A

m
ire

）: A
nchor 

M
anufacture for the Galleons of the O

ttom
an N

avy

”, in 
N

ergis Günsenin 

（ed.

）, Betw
een Continents: Proceedings 

of the T
w

elfth Sym
posium

 on Boat and Ship A
rchaeol-

ogy, Istanbul 2009, İstanbul: Ege Y
ayınları, 2012, pp. 



近
世
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
の
現
状
と
課
題

）

四
七　
（
四
七

183-87
（
51
）　

フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
、
浜
名
優
美
訳
『
地
中
海
』
第
二

巻
、
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
四
一
八
―
七
六
頁
。

（
52
）　Guilm

artin, John Francis, G
unpow

der and G
alleys: 

Changing T
echnology and M

editerranean W
arfare at Sea 

in the Sixteenth Century, London &
 N

ew
 Y

ork: Cam
-

bridge U
niversity Press, 1974. 

オ
ラ
ン
ダ
や
イ
リ
ギ
ス
の
地

中
海
へ
の
進
出
は
軍
事
的
な
面
よ
り
も
経
済
的
な
面
で
重
要
で
あ

っ
た
と
す
る
指
摘
に
つ
い
て
は
、Greene, M

olly, 

“Beyond the 
N

orthern Invasion: T
he M

editerranean in the Seven-
teenth Century

”, Past &
 Present, 174/1 （2002

）, pp. 42-71

を
参
照
。

（
53
）　Im

ber, Colin, 

“The N
avy of Süleym

an the M
agnifi-

cent

”, pp. 228-35. 

領
内
で
資
材
が
賄
え
る
と
い
う
オ
ス
マ
ン
海

軍
の
強
み
は
、
バ
ヤ
ズ
ィ
ト
二
世
（
在
位
一
四
八
一
～
一
五
一
二

年
）
時
代
か
ら
存
在
し
た
と
さ
れ
る
（Brum

m
ett, Palm

ira, O
t-

tom
an Seapow

er and Levantine D
iplom

acy in the A
ge of 

D
iscovery, N

ew
 Y

ork: State U
niversity of N

ew
 Y

ork 
Press, 1994

）。

（
54
）　

オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
火
器
や
大
砲
技
術
に
つ
い
て
は

Á
goston, Gábor, G

uns for the Sultan: M
ilitary Pow

er 
and the W

eapons Industry in the O
ttom

an E
m

pire, N
ew

 
Y

ork: Cam
bridge U

niversity Press, 2005

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
55
）　

宮
武
志
郎
「
一
五
・
一
六
世
紀
オ
ス
マ
ン
海
軍
に
よ
る
火
器
技

術
の
受
容
―
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
役
割
の
一
端
―
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
三

四
巻
一
号
、
一
九
九
一
年
、
四
八
―
六
四
頁
。

（
56
）　M

urphey, 

“The O
ttom

an Resurgence

”, p. 199.

（
57
）　Bostan, İdris, 

“XV
II. Y

üzyılda Gem
i T

eknolojisinde 
D

eğişim
: K

adırgadan K
alyona

”, O
sm

anlı A
raştırm

aları, 
24 （2004

）, pp. 65-86. 

ガ
レ
オ
ン
船
の
第
一
導
入
期
に
オ
ス
マ
ン

海
軍
が
直
面
し
た
困
難
と
オ
ス
マ
ン
宮
廷
の
政
治
的
混
乱
に
つ
い

て
は
、
澤
井
一
彰
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
よ
る
一
六
五
六
年
の
ダ
ー

ダ
ネ
ル
ス
海
峡
封
鎖
と
オ
ス
マ
ン
朝
―
女
人
政
治
の
時
代
か
ら
キ

ョ
プ
リ
ュ
リ
ュ
家
の
時
代
へ
―
」『
小
田
淑
子
先
生
退
職
記
念
論
文

集
』
二
〇
一
八
年
、
七
五
―
九
七
頁
を
参
照
。

（
58
）　Bostan,

“Gem
i T

eknolojisinde D
eğişim

”, pp. 80-83.

（
59
）　Bostan,

“Gem
i T

eknolojisinde D
eğişim

”, pp. 76-80.

（
60
）　Pedani, 

“Ottom
an Ships and V

enetian Craftsm
en

”, pp. 
460-64.

（
61
）　Eickhoff, Ekkehard, 

“Akdenizʼdeki O
sm

anlı D
eniz 

Cephesi 

（X
V

I-X
V

II. Y
üzyıl

）”, in O
sm

anlı, 1, Siyaset, 
A

nkara: Y
eni T

ürkiye Y
ayınlar, 1999, pp. 384-91.

（
62
）　Büyüktuğrul, A

fif, 

“Preveze M
uharebesine İlişkin 

Belgeler

”, Belleten, 42/168 

（1978

）, pp. 629-66; Bostan, 
İdris, 

“Preveze D
eniz M

uharebesi

”, in D
İA

, vol. 34, pp. 
343-45.

（
63
）　Şim

şirgil, A
hm

et, and İbrahim
 Pazan, D

enizler Fatihi 
P

iyale P
aşa, C

erbe Zaferi, İstanbul: T
im

aş Y
ayınları, 

2015.
（
64
）　Ö

ndeş, O
sm

an, T
urgut R

eisʼin Son Seferi: M
alta 

K
uşatm

ası, İstanbul: T
im

aş Y
ayınları, 2011.

（
65
）　Bostan, İdris, 

“İnebahtı D
eniz Savaşı

” in D
İA

, vol. 22, 



史
　
　
　
学
　
第
九
三
巻
　
第
一
号

）

四
八　
（
四
八

2000, pp. 287-89.
（
66
）　N

aki, Em
rah, 

“1574 T
unus Seferi Ü

zerine Y
eni bir 

Bakış

”, O
T

A
M

, 40 （2016

）, pp. 129-44.
（
67
）　

代
表
的
な
も
の
と
し
てGülsoy, Ersin, G

iritʼin Fethi ve 
O

sm
anlı İdaresinin K

urulm
ası, İstam

bul: T
arih ve T

a-
biat V

akfı, 2004; Cengiz, H
asan A

li, 

“Osm
anlı K

aynak-
larında G

irit Seferi

”, T
rakya Ü

niversitesi E
debiyat 

Fakültesi D
ergisi, 9/17 （2019

）, pp. 105-33.

（
68
）　

オ
ス
マ
ン
海
軍
の
海
戦
に
関
す
る
通
史
的
研
究
と
し
て
は
、

Gencer, A
li İhsan, 

“Osm
anlı T

ürklerinde D
enizcilik

”, in 
Güler Eren 

（ed.

）, O
sm

anlı, 6, T
eşkilât, A

nkara: Y
eni 

T
ürkiye Y

ayınları, 1999, pp. 569-89; Soucek, Svatopluk, 
O

ttom
an M

aritim
e W

ars, 1416-1700, Istanbul: T
he Isis 

Press, 2015

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
69
）　O

rhonlu, Cengiz, 

“Habeş Eyaleti
”, in D

İA
, vol. 14, 

1996, pp. 363-67.

（
70
）　Ö

zbaran, Salih, Y
em

en̓
den B

asra̓ya Sınırdaki O
s-

m
anlı, İstanbul: K

itap Y
ayınevi, 2004; Ö

zbaran, O
ttom

an 
E

xpansion tow
ard the Indian O

cean.

（
71
）　Casale, Giancarlo, 

“The Ethnic Com
position of O

tto-
m

an Ship Crew
s and the ʻRum

i Challengeʼ to Portuguese 
Indentity

”, M
ediaval E

ncounters, 13 （2007

）, pp. 122-44.

（
72
）　

今
松
泰
「
オ
ス
マ
ン
海
軍
提
督
の
ア
ラ
ビ
ア
海
か
ら
の
帰
還
―

北
イ
ン
ド
、
中
央
ア
ジ
ア
、
イ
ラ
ン
を
通
っ
て
」
守
川
知
子
編

『
移
動
と
交
流
の
近
世
ア
ジ
ア
史
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一

六
年
、
八
九
―
二
一
頁
。

（
73
）　Casale, Giancarlo, T

he O
ttom

an A
ge of E

xploration, 
O

xford: O
xford U

niversity Press, 2010; 

拙
稿
「
書
評
、
ジ

ャ
ン
カ
ル
ロ
・
カ
ザ
ー
レ
著
『
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
「
大
航
海
時

代
」』」『
史
学
』
八
七
巻
三
号
、
二
〇
一
八
年
、
四
〇
九
―
一
七
頁
。

（
74
）　Em

iralioğlu, Pınar, G
eographical K

now
ledge and Im

-
perial Culture in the E

arly M
odern O

ttom
an E

m
pire, 

Farnham
: A

shgate Publishing Lim
ited, 2014.

（
75
）　Brum

m
ett, Palm

ira, 

“Geographical K
now

ledge and 
Im

perial Culture in the Early M
odern O

ttom
an Em

pire: 
By Pınar Em

iralioğlu, Farnham
, Surrey: A

shgate, 2014

”, 
Im

ago M
undi, 67/2 （2015

）, pp. 247-48.

（
76
）　Y

ıldırım
, Filiz, N

azlı T
unaʼnın İnce D

onanm
ası 

（18. 
Y

üzyıl

）, İstanbul: H
iperyayınları, 2019; K

aya, A
li İfran, 

“XV
II. Y

üzyılda O
sm

anlı İdaresindeki T
una N

ehri 

（1683-1700

）: D
onanm

a, İskeleler, Zahire A
lım

ı ve N
ak-

liye

”, K
aradeniz İncelem

eleri D
ergisi, 16/32 

（2022

）, pp. 
369-96.

（
77
）　Bostan, İdris, 

“Osm
anlı Sefer O

rganizasyonundan Bir 
K

esit: 16. ve 17. Y
üzyıllarda T

unaʼda K
urulan A

skerî 
K

öprüler

”, in Şakir Batm
az and Ö

zen T
ok 

（eds.

）, O
s-

m
anlı D

evleti̓inde N
ehirler ve G

öller, K
ayseri: N

ot 
Y

ayınları, 2015.
（
78
）　A

slan, Seyfullah, 

“Tuna D
onanm

asıʼnın K
uruluşu 

M
eselesi

”, in K
anûnî Sultan Süleym

an ve D
önem

i, Y
eni 

K
aynaklar, Y

eni Y
aklaşım

lar, İstanbul: İbn H
aldun 

Ü
niversitesi, 2020, pp. 77-104.



近
世
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
の
現
状
と
課
題

）

四
九　
（
四
九

（
79
）　

代
表
的
な
も
の
と
し
てO

stapchuk, V
ictor, 

“An O
ttom

an 
Gazānām

e on H
alîl Paşaʼs N

aval Cam
paign against the 

Cossacks 

（1621

）”, H
arvard U

krainian Studies, 14/3-4 
（1990
）, pp. 482-521; O

stapchuk, V
ictor, 

“The H
um

an 
Landscape of the O

ttom
an Black Sea in the Face of the 

Cossack N
aval Raids

”, O
M

, 20/1 （2001

）, pp. 23-95.

（
80
）　Cevrioğlu, M

ahm
ut H

alef, 

“Kaptan-ı D
erya H

asan 
Paşaʼnın Ö

zi Serdarlığı 

（1626-1627

）”, A
nkara A

nadolu 
ve R

um
eli A

raştırm
aları D

ergisi, 3/5 （2022

）, pp. 51-69.

（
81
）　Isom

-V
erhaaren, Christine, A

llies w
ith the Infidel: 

T
he O

ttom
an and French A

lliance in the Sixteenth Cen-
tury, London-N

ew
 Y

ork: I. B. T
auris, 2011.

（
82
）　A

cıpınar, M
ikail, 

“Osm
anlı K

ronikleri Işığında K
ap-

tan-ı D
erya H

alil Paşaʼnın A
kdeniz Seferleri 

（1609-
1623

）”, T
arih İncelem

eleri D
ergisi, 28/1 （2013

）, pp. 5-36.

（
83
）　T

abakoğlu, H
üseyin Serdar, A

kdenizʼde Savaş: O
s-

m
anlı-İspanya M

ücadelesi, İstanbul: K
ronik K

itap, 2019; 
N

aki, Em
rah, A

kdenizʼde H
âkim

iyet M
ücadelesi, 16. 

Y
üzyılın Siyasi ve İktisadi O

rtam
ında İspanya-O

sm
anlı 

İlişkileri （1571-1581

）, İstanbul: Selenge Y
ayınları, 2020.

（
84
）　

キ
プ
ロ
ス
遠
征
時
の
航
路
に
つ
い
て
は
、Bostan, İdris, 

“Kıbrıs Seferi Günlüğü ve O
sm

anlı D
onanm

asının Sefer 
Güzergâhı

”, in Beylikten İm
paratorluğa O

sm
anlı D

en-
izciliği, İstanbul: K

itap Y
ayınevi, 2006, pp. 87-110.

を
参
照
。

オ
ス
マ
ン
海
軍
に
同
行
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
五
〇
日
で
地
中
海

を
一
周
し
た
と
主
張
し
て
い
る
が
、
Ｅ
・
ギ
ュ
ル
カ
ン
は
こ
の
記

述
の
正
確
性
つ
い
て
否
定
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
（Gürkan, 

Em
rah Safa, 

“50 Günde D
evr-i Bahr-ı Sefid: K

önigsbergli 
Lubenauʼnun K

adırgayla İm
tihanı

”, O
sm

anlı A
raştırm

a-
ları, 43 （2014

）, pp. 273-300.

）。

（
85
）　Carım

, Fuad, T
ürkʼlerin D

enizciliği, O
ruc R

eis ve 
G

arb O
cakları, H

ind D
enizleriʼnde T

ürk-P
ortekiz 

E
lleşm

eleri, Berksoy M
atbaası, 1965.

（
86
）　

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
地
理
学
研
究
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
弘
幸

「
地
理
書
（Coğrafya Literatürü

）」
オ
ス
マ
ン
帝
国
史
料
解
題
、

http://tbias.jp/ottom
ansources/cografya-literaturu

（con-
sulted online on 26 Septem

ber 2023

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
海
洋
の
書
』
に
つ
い
て
は
、
新
谷
に
よ
る
一
連
の
研
究
が
あ
る

（
新
谷
英
治
「
“Kitāb-i Baḥ rīya

”
の
性
格
―A

yasofya 2612

写

本
本
文
を
中
心
に
」『
東
洋
史
研
究
』
四
九
巻
二
号
、
一
九
九
〇
年
、

一
〇
七
―
一
三
九
頁；

新
谷
英
治
「
地
中
海
国
家
オ
ス
マ
ン
朝
と

ピ
ー
リ
ー
・
ラ
イ
ー
ス
作
品
」
近
藤
信
彰
（
編
）『
近
世
イ
ス
ラ
ー

ム
国
家
史
研
究
の
現
在
』
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

言
語
文
化
研
究
所
二
〇
一
五
年
、
一
二
―
一
四
二
頁
）。

（
87
）　Bostan, İdris, 

“Barbaros H
ayreddin Paşa

”, in D
İA

, vol. 
5, 1992, pp. 65-67; Bostan, İdris, 

“Oruç Reis

”, in D
İA

, vol. 
33, 2007, pp. 426-28.

（
88
）　İz, Fahir, 

“Barbaros H
ayreddin Paşa Gazavatnam

esi 
Ü

zerinde Y
eni Bir A

raştırm
a

”, Belletten, 20 

（1972

）, pp. 
81-92.

（
89
）　Soucek, S., 

“The Rise of T
he Barbarossas in N

orth 
A

frica
”, T

urcica, 7 （1974

）, pp. 238-50.



史
　
　
　
学
　
第
九
三
巻
　
第
一
号

）

五
〇　
（
五
〇

（
90
）　M

urphey, Rhoads, 

“Seyyid M
uradîʼs Prose Biography 

of H
ızır ibn Y

akub, A
lias H

ayreddin Barbarossa

”, A
cta 

O
rientalia A

cadem
iae Scientarum

 H
ungaricae, 54/4 

（2001
）, pp. 519-32; Low

ry, H
eath W

., 

“Lingering Q
ues-

tions Regarding the Lineage, Life &
 D

eath of Barbaros 
H

ayreddin Paşa

”, in M
arios H

adjianastasis

（ed.

）, Fron-
tiers the O

ttom
an Im

agination: Studies in H
onour of 

R
hoads M

urphey, Leiden: Brill, 2014, pp. 185-212.

（
91
）　Bostan, İdris, 
“Kem

al Reis

”, in D
İA

, vol. 25, pp. 226-
27.

（
92
）　O

rhonlu, Cengiz, 
“Turgut Reis ve K

orsika Baskını

”, 
Belgelerle T

ürk T
arihi, 15 

（1968

）, pp. 69-73; Bostan, 
İdris, 

“Turgut Reis

”, in D
İA

, vol. 41, pp. 417-18.

（
93
）　

ウ
ル
チU

luç

の
名
で
も
知
ら
れ
る
。Bostan, İdris, 

“Kılıç 
A

li Paşa

”, in D
İA

, vol. 25, pp. 410-12.

（
94
）　Soucek, Svatopluk, Pîrî R

eis and T
urkish M

apm
aking 

A
fter Colum

bus: T
he K

halili Portolan A
tlas, London: 

K
ibo Foundation, 1996.

（
95
）　

歴
代
の
海
軍
提
督
に
つ
い
て
はRâm

izpaşazâde M
ehm

ed 
İzzet Bey, H

arîta-i K
apudânân-ı D

eryâ, O
sm

anlı K
ap-

tanıderyaları 

（1352-1853

）, Cem
il Sağlam

 

（ed.

）, İstan-
bul: T

ürkiye Y
azm

a E
serler K

urum
u B

aşkanlığı 
Y

ayınları, 2021

を
参
照
の
こ
と
。

（
96
）　Bostan, İdris, 

“Piyâle Paşa

”, in D
İA

, vol. 34, 2007, pp. 
296-97.

（
97
）　T

ürkçelik, Evrim
, 

“Dam
ad H

alil Paşa （ö. 1603

）: ʻM
uh-

tedilʼ Bir O
sm

anlı Paşasının H
ayatı ve K

ariyeri

”, N
evşe-

hir H
acı B

ektaş V
eli Ü

niversitesi SB
E

 D
ergisi, 12/3 

（2022

）, pp. 1638-52; T
ürkçelik, Evrim

, 

“The ʻReluctantʼ 
A

dm
iral: D

am
ad H

alil Pasha and the O
ttom

an N
avy 

（1595-1598

）”, M
editerranea R

icerche Storiche, 2023, pp. 
1-28.

（
98
）　A

cıpınar, 

“Halil Paşaʼnın A
kdeniz Seferleri 

（1609-
1623

）”.

（
99
）　Cevrioğlu, 

“Hasan Paşaʼnın Ö
zi Serdarlığı 

（1626-
1627

）”.

（
100
）　M

enekşe, M
etin, 

“17. Y
üzyılda O

sm
anlı D

evletiʼnde 
M

akbul İken M
aktul O

lan Bir D
evlet A

dam
ı: K

aptan-ı 
D

erya Silahdâr Y
usuf Paşa （1604-1646

）”, Stratejik ve So-
syal A

raştırm
alar D

ergisi, 5/3 （2021

）, pp. 527-53.

（
101
）　Pedani, M

aria Pia, 

“Safiyeʼs H
ousehold and V

enetian 
D

iplom
acy

”, T
urcica, 32 （2000

）, pp. 9-32; Gürkan, Em
rah 

Safa, 

“His Biloʼs K
apudan: Conversion, T

angled Loyalties 
and H

asan V
eneziano betw

een Istanbul and V
enice 

（1588-1591

）”, O
sm

anlı A
raştırm

aları, 48 

（2016

）, pp. 
277-319.

（
102
）　O

cakaçan, Levent K
aya, 

“Cıgalazade Y
usuf Sinan 

Paşa 

（c. 1545-1606

）”, M
editerranea: R

icerche Storiche, 
34 （2015

）, pp. 325-40.
（
103
）　T

ürkçelik, Evrim
m

, 

“Meritocracy, Factionalism
 and 

O
ttom

an Grand A
dm

irals in the Context of M
editerra-

nean Politics

”, in A
 E

urope of Courts, a E
urope of Fac-



近
世
オ
ス
マ
ン
海
軍
史
研
究
の
現
状
と
課
題

）

五
一　
（
五
一

tions, Leiden-Boston: Brill, 2017, pp. 88-108.
（
104
）　Isom

-V
erhaaren, Christine, 

“Patronage in the O
tto-

m
an N

avy D
uring the Late 15th and 16th Centuries

”, in 
Piri R

eis Sem
pozyum

u, 2014, pp. 17-30. 

な
お
、
時
の
ス
ル

タ
ン
で
あ
る
ム
ラ
ト
三
世
（
在
位
一
五
七
四
―
九
五
年
）
の
娘
婿

ジ
ュ
ガ
ラ
ザ
ー
デ
・
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
が
海
軍
提
督
と
し
て
任

命
さ
れ
た
た
め
、
ヒ
ュ
サ
ム
が
海
軍
提
督
と
し
て
任
命
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

（
105
）　Isom

-V
erhaaren, Christine, 

“Tracking the Life of 
H

üsam
 Bey: Career Path in the Sixteenth-Century O

tto-
m

an N
avy

”, in O
ttom

an W
ar and P

eace: Studies in 
H

onor of V
irginia H

. A
ksan, Leiden-Boston: Brill, 2020, 

pp. 291-314.

（
106
）　

オ
ス
マ
ン
海
軍
の
近
代
化
改
革
に
つ
い
て
はGencer, A

. 
İhsan, Bahriye̓de Y

apılan Islahat H
areketleri ve Bahriye 

N
ezareti̓nin K

uruluşu 

（1789-1867
）, A

nkara: T
ürk 

T
arih K

urum
u Y

ayını, 2001; Zorlu, T
uncay, Innovation 

and E
m

pire in T
urkey: Sultan Selim

 III and the M
od-

ernisation of the O
ttom

an N
avy, London and N

ew
 Y

ork: 
T

auris A
cadem

ic Studies, 2008

を
、
近
代
化
以
降
の
オ
ス
マ

ン
海
軍
に
つ
い
て
は
小
松
に
よ
る
優
れ
た
一
連
の
研
究
を
参
照
の

こ
と
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
小
松
香
織
『
オ
ス
マ
ン
帝
国
の

海
運
と
海
軍
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。

（
107
）　Im

ber, 

“The Reconstruction of the O
ttom

an Fleet

”.

（
108
）　Á

goston, Gábor, T
he Last M

uslim
 Conquest: T

he O
t-

tom
an E

m
pire and Its W

ar in E
urope, Princeton and 

O
xford: Princeton U

niversity Press, 2021, pp. 240-47.
Isom

-V
erhaaren, T

he Sultan̓
s Fleet, p. 128; Bostan, İdris, 

“Ottom
an A

ttitude T
ow

ards the D
efeat at Lepanto 

（1571

）”, Libros de La Corte, 26 （2023

）, pp. 191-209.

（
109
）　Panzac, D

aniel, La m
arine O

ttom
ane: D

e lʼapogée à la 
chute de l̓em

pire, 1572-1923, Paris: CN
RS, 2009.

（
110
）　Soucek, O

ttom
an M

aritim
e W

ars.

（
111
）　A

hm
et Cevdet Paşa, T

ârih-i C
evdet, vol. 1, Şevki 

N
ezihi A

ykut 

（eds.

）, A
nkara: T

ürk T
arih K

urum
u, 2018, 

p. 163.

（
112
）　Panzac, La m

arine O
ttom

ane, pp. 95-140; Soucek, O
t-

tom
an M

aritim
e W

ars.

（
113
）　K

âtib Çelebi, D
eniz Savaşları H

akkında Büyüklere 
A

rm
ağan: T

uhfetü̓
l-kibâr fî E

sfâri̓l-bihâr, İstanbul: K
a-

balcı, 2007; B
ostan, İdris

（ed.

）, K
âtib Ç

elebi, T
uh-

fetü̓
l-K

ibâr Fî E
sfâri̓l-Bihâr, A

nkara: T
ürkiye Bilim

ler 
A

kadem
isi, 2018.

（
114
）　Fodor, Pál, 

“Betw
een T

w
o Continental W

ars: T
he 

O
ttom

an N
aval Preparations in 1590-1592

”, in A
rm

agan, 
Festschrift Für A

ndreas T
ietze, Prague: Enigm

a Corpo-
ration, 1994, pp. 90-111; Greene, M

olly, Catholic Pirates 
and G

reek M
erchants, a M

aritim
e H

istory of the M
edi-

terranean, Princeton and O
xford: Princeton U

niversity 
Press, 2010, esp. pp. 3-12.

（
115
）　Fodor, Pál, 

“The O
rganization of D

efence in the East-
ern M

editerranean 

（End of the 16th Century

）”, in T
he 



史
　
　
　
学
　
第
九
三
巻
　
第
一
号

）

五
二　
（
五
二

K
apudan Pasha, pp. 87-94.

（
116
）　Bostan, İdris, 

“DeryaBeyi

”, in D
İA

, vol. 9, pp. 200-01. 

一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
に
お
け
る
沿
岸
警
備
に
お
い
て

デ
ル
ヤ
ー
・
ベ
イ
が
船
団
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
に

関
す
る
試
論
と
し
て
、
拙
稿
「
近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
デ

ル
ヤ
ー
・
ベ
イ
船
団
の
編
成
と
役
割
」『
イ
ス
ラ
ム
世
界
』
九
九
号
、

二
〇
二
三
年
、
一
―
二
七
頁
。

（
117
）　Zahirović, N

edim
, T

he R
egister of O

ttom
an-V

enetian 
D

iplom
atic A

ffairs at Leipzig U
niversity Library 

（1625-
1640

）, Paderborn: Ferdinand Schöningh, 2020.


